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慶
応
三
年
第
二
回
ハ
リ
万
国
博
覧
会
へ
の
参
加
以
降
、
日
本
は
東
洋
の
一
小

国
と
し
て
自
己
の
存
在
主
張
の
意
味
か
ら
も
、
多
く
の
使
節
を
万
博
会
場
へ
送

り
続
け
た
。

し
か
し
、
日
本
の
お
か
れ
た
対
外
的
状
況
は
、
近
代
化
を
急
務
と
し
て
募
っ

た
外
債
は
膨
れ
あ
が
り
、
外
債
償
却
額
は
明
治
八
年
度
に
約
一
八
四
万
円
に
も

達
し
、
官
僚
の
間
に
は
こ
れ
が
日
本
の
金
融
閉
塞
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
と
分
析
す
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
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明
治
九
年
四
月
、
在
仏
臨
時
代
理
公
使
中
野
健
明
は
新
聞
報
道
と
し
て
明
治

十
一
年
・
ハ
リ
に
お
い
て
大
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
旨
の
情
報
を
伝
え
る
と
共
に

仏
国
大
統
領
マ
ク
↓
、
ホ
ン
（
冨
冑
普
巴
冨
胃
三
豊
目
）
の
布
告
を
外
務
省
へ
報

（

ｎ

Ｊ

）

じ
た
。
こ
の
大
統
領
布
告
は
、
仏
国
農
商
務
執
政
（
大
臣
）
ラ
ィ
ス
タ
ン
ド
・

ボ
ル
の
稟
議
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
開
催
直
前
の
明
治
九
年
四

月
四
日
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

慢
性
的
な
輸
入
超
過
と
居
留
地
貿
易
体
制
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
大
蔵
卿
大
隈

重
信
は
国
産
品
輸
出
に
よ
っ
て
外
貨
の
現
地
調
達
に
よ
る
正
貨
の
海
外
流
出
阻

（

も

ｌ

）

止
を
図
ろ
う
と
、
積
極
的
な
貿
易
振
興
政
策
の
整
備
を
急
い
だ
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
万
博
へ
の
参
加
意
義
も
万
博
の
持
つ
一
級
国
産
品
の
展
示

場
と
い
う
見
本
市
的
性
格
を
生
か
し
、
漸
次
貿
易
の
振
興
と
い
う
側
面
が
強
調

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

日
本
が
第
三
回
パ
リ
万
博
へ
の
参
加
を
決
定
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
背
景
の

な
か
で
あ
っ
た
。

第
三
回
パ
リ
万
博
は
、
明
治
二
年
五
月
一
日
か
ら
同
年
二
月
一
○
日

（
予
定
で
は
一
○
月
三
一
日
）
ま
で
の
一
九
四
日
間
、
三
六
ケ
国
か
ら
の
出
品

者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

（

ワ

』

）

本
稿
で
は
、
現
在
研
究
が
著
し
く
遅
れ
て
い
る
日
本
の
第
三
回
。
ハ
リ
万
博
へ

の
関
与
を
追
い
つ
つ
、
こ
の
時
期
に
現
わ
れ
た
特
徴
的
な
対
外
活
動
の
展
開
に

つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

二
日
本
の
博
覧
会
参
加
決
定
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こ
の
布
告
は
、
そ
の
第
一
条
で
「
来
ル
千
八
百
七
十
八
年
五
月
一
日
巴
里
府

二
於
テ
農
業
及
工
業
産
物
ノ
大
博
覧
会
ヲ
開
キ
同
年
十
月
三
十
一
日
之
ヲ
閉
シ

（

４

号

）

ベ
シ
此
会
ヘ
ハ
万
国
ノ
産
物
ヲ
列
ス
ベ
シ
」
と
、
博
覧
会
の
開
催
期
間
と
共
に

こ
の
博
覧
会
が
「
万
国
ノ
産
物
ヲ
列
ス
」
る
大
博
覧
会
、
す
な
わ
ち
万
国
博
覧

会
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
で
に
パ
リ
で
は
一
八
五
五
年
（
安
政
二
）

と
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
）
と
の
両
度
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
特
に

第
二
回
・
ハ
リ
万
博
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
招
請
に
よ
り
徳
川
幕
府
が
日
本
最

初
の
万
博
参
加
使
節
と
し
て
水
戸
の
徳
川
昭
武
以
下
二
六
名
を
派
遣
し
た
こ
と

（

Ｆ

Ｄ

）

で
知
ら
れ
、
今
回
は
そ
れ
に
次
ぐ
第
三
回
川
の
ハ
リ
万
博
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
五
月
二
三
日
中
野
よ
り
の
報
告
を
受
け
た
外
務
省
は
、
刀
凶
博
覧
会

開
催
情
報
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
同
二
六
日
外
務
大
丞
田
辺
太
一
よ
り
直
接
内

務
省
博
物
局
へ
先
の
布
告
訳
文
を
回
送
し
た
が
、
同
二
九
日
博
物
局
か
ら
は

（

６

）

「
右
者
当
局
管
掌
外
之
儀
ニ
モ
有
之
候
間
本
省
へ
御
通
知
二
相
成
度
」
と
の
回

答
を
受
け
、
仏
国
側
通
知
よ
り
一
足
先
に
パ
リ
万
博
開
催
の
情
報
は
内
務
省
の

知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

一
方
、
在
仏
公
使
館
報
告
と
は
別
に
、
六
月
一
五
日
在
日
仏
国
代
理
公
使
ド

サ
ン
カ
ン
タ
ン
ｅ
①
ｍ
巴
昌
Ｃ
匡
里
目
）
は
、
本
国
外
務
卿
よ
り
訓
令
が
あ
っ
た

と
し
て
寺
島
宗
則
外
務
卿
に
一
通
の
書
翰
を
手
交
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
貴

政
府
二
於
テ
産
物
並
二
珍
奇
ノ
諸
物
品
御
差
出
被
下
候
様
致
懇
願
」
と
仏
国
政

府
代
表
者
と
し
て
正
式
に
日
本
の
．
ハ
リ
万
博
参
加
を
求
め
る
一
方
、
「
博
覧
会

ハ
万
国
人
民
懇
親
ヲ
堅
結
シ
祁
互
二
智
識
ヲ
研
究
シ
国
土
ノ
繁
富
文
物
ノ
盛
昌

（

庁

Ｉ

）

ヲ
競
フ
ガ
為
」
と
、
万
博
の
意
義
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

外
務
省
は
第
三
回
、
ハ
リ
万
博
へ
の
招
請
に
対
す
る
可
否
を
求
め
る
た
め
、
七

月
八
日
付
で
太
政
官
に
対
し
、
万
博
へ
の
参
加
が
「
澳
英
米
等
之
博
覧
会
へ
御

出
品
相
成
候
先
例
も
有
之
候
一
一
付
彼
ノ
懇
請
二
応
セ
ラ
レ
候
哉
御
治
定
被
仰
出

度
然
上
右
博
覧
会
開
場
之
義
内
地
一
般
へ
御
普
告
相
成
内
地
人
民
同
会
へ
出
品

（

Ｑ

Ｕ

）

致
度
所
望
之
者
ハ
御
世
話
有
之
可
然
と
存
候
」
と
い
う
、
万
博
参
加
と
国
内
へ

の
布
告
を
骨
旨
と
し
た
寺
島
外
務
卿
の
上
申
書
を
、
先
の
六
月
十
五
日
付
仏
国

代
理
公
使
書
翰
と
共
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
上
申
書
に
も
あ
る
よ
う

に
、
明
治
政
府
と
し
て
の
万
博
参
加
は
明
治
六
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
を

も
っ
て
噌
矢
と
し
、
次
い
で
同
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
経
常
博
覧
会
、
同
八
年
の
メ

ル
ボ
ル
ン
万
国
博
覧
会
、
そ
し
て
先
に
述
べ
た
翌
九
年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

米
国
独
立
百
年
記
念
万
国
博
覧
会
と
、
毎
年
の
よ
う
に
参
加
を
繰
り
返
し
て
来

た
こ
と
か
外
務
省
の
万
博
参
加
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
外
務
省
は
先
例
が
あ
る
こ
と
の
み
を
参
加
の
理
由

と
し
て
考
え
て
い
た
の
で
は
な
く
、
よ
り
能
動
的
な
立
場
で
こ
の
博
覧
会
の
位

置
付
け
を
前
述
し
た
寺
島
外
務
卿
上
申
書
草
稿
で
み
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

上
申
書
が
太
政
官
に
提
出
さ
れ
る
前
日
の
七
月
七
日
、
外
務
省
内
で
作
成
さ
れ

た
上
申
書
草
稿
は
そ
の
前
半
部
分
の
み
が
成
文
（
前
述
引
用
部
分
）
と
な
っ
た

が
、
後
半
で
は
「
尤
外
国
於
而
其
好
ム
所
且
要
用
ト
ス
ル
所
ノ
物
品
ハ
既
二
維

也
納
及
費
拉
特
費
等
之
博
覧
会
於
而
経
験
ス
ル
所
二
候
ヘ
ハ
其
辺
博
覧
会
事
務

局
於
而
取
調
可
成
後
来
輸
出
之
媒
助
卜
相
成
候
物
品
ヲ
御
選
定
予
メ
金
額
何
程

（

ｑ

》

）

ト
御
定
メ
事
務
官
派
出
費
用
等
も
右
金
額
之
内
ヨ
リ
仕
払
候
様
有
之
度
候
」
と

万
博
参
加
を
対
外
貿
易
の
観
点
か
ら
注
目
し
、
ま
た
出
品
物
の
売
却
に
よ
っ
て

事
務
官
派
遣
費
等
も
支
弁
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
周
知
の
よ
う

に
慢
性
的
輸
入
超
過
に
苦
し
む
財
政
事
情
の
な
か
で
、
万
博
を
日
本
の
貿
易
体
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制
変
革
の
内
に
位
置
付
け
、
ま
た
万
博
運
営
を
も
自
給
自
足
的
運
営
の
下
に
貫

徹
さ
せ
よ
う
と
す
る
外
務
省
の
構
想
の
一
端
を
窮
う
こ
と
か
出
来
る
。

さ
て
、
寺
島
外
務
卿
か
ら
上
申
書
と
仏
国
代
理
公
使
書
翰
と
を
受
け
た
太
政

大
臣
三
条
実
美
は
、
七
月
一
三
日
第
三
回
。
ハ
リ
万
博
へ
の
参
加
と
稗
用
に
つ
い

て
内
務
卿
大
久
保
利
通
代
理
の
内
務
少
輔
林
友
幸
と
大
蔵
卿
大
隈
重
信
と
に
下

（

、

）

問
し
た
・
こ
れ
に
対
し
、
八
月
一
日
大
蔵
内
務
両
卿
連
署
で
三
条
太
政
大
臣
に
上

申
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
「
博
覧
会
之
挙
ダ
ル
人
民
ノ
智
識
ヲ
増
シ
百

工
技
術
ノ
進
歩
ヲ
要
候
ニ
ハ
実
二
緊
切
ノ
義
二
有
之
且
外
務
卿
上
申
之
通
澳
米

其
他
ヘ
モ
御
出
品
相
来
候
義
二
付
彼
ノ
懇
請
二
被
応
御
出
品
相
成
且
人
民
出
品

（

ｕ

）

之
義
モ
御
差
許
相
成
可
然
」
と
述
べ
て
、
・
ハ
リ
万
博
へ
の
参
加
に
賛
成
す
る
と

共
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
同
様
民
間
人
の
参
加
を
募
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
布
告
案
を
副
え
て
上
申
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
費
用
に
つ
い
て

は
「
該
会
規
則
書
等
到
来
ノ
上
尚
熟
議
」
し
た
上
で
更
に
上
申
す
る
と
し
て
、

こ
う
し
て
、
明
治
九
年
八
月
一
七
日
、
太
政
官
は
大
蔵
内
務
両
卿
の
布
告
案

に
万
博
開
催
期
間
を
加
え
た
「
第
百
十
一
号
布
告
」
を
右
大
臣
岩
倉
貝
視
の
名

で
発
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
即
答
を
避
け
た
。

第
百
拾
壱
号

來
ル
明
治
十
一
晶
獅
鍼
五
月
一
日
ヨ
リ
同
十
月
三
十
一
日
マ
テ
六

ヶ
月
間
佛
藺
西
國
巴
里
府
二
於
テ
萬
國
大
博
寶
會
開
設
二
付
御
國
人
民
望

ノ
者
ハ
出
品
差
許
候
條
内
務
省
へ
可
申
出
此
旨
布
告
候
蛎

但
規
則
書
等
ハ
追
テ
同
有
ョ
リ
頒
布
ス
ヘ
キ
事

一
般
へ
の
布
告
と
共
に
、
八
月
二
二
日
に
は
外
務
大
輔
鮫
島
尚
信
よ
り
在
日

仏
国
代
理
公
使
に
対
し
仏
国
の
第
三
回
パ
リ
万
博
招
請
に
応
ず
る
旨
側
答
し
た

が
、
鮫
島
大
輔
は
同
布
告
に
つ
い
て
「
此
指
令
並
公
布
面
ニ
テ
ハ
人
民
出
品
ト

（

Ｂ

）

ノ
ミ
有
之
候
へ
共
尚
政
府
ョ
リ
モ
該
会
へ
御
出
品
相
成
候
南
」
が
明
瞭
で
な
い

と
し
て
、
史
官
と
の
交
渉
の
末
、
仏
国
代
理
公
使
へ
の
回
答
書
で
は
「
我
政
府

ヨ
リ
モ
諸
産
物
並
人
造
物
等
取
渦
へ
出
品
可
致
且
人
民
ヘ
モ
普
ク
及
布
告
出
品

（

Ｍ

）

志
願
候
者
ハ
政
府
於
而
相
当
ノ
便
宜
ヲ
与
へ
袖
助
可
致
候
」
と
記
し
て
、
。
ハ
リ

万
博
に
は
政
府
と
民
間
が
参
加
す
る
こ
と
、
民
間
の
参
加
に
は
政
府
が
援
助
す

る
こ
と
な
ど
、
明
治
政
府
の
積
極
的
な
姿
勢
を
前
面
に
押
し
出
し
た
の
で
あ
っ

た
。

日
本
政
府
か
ら
第
三
回
・
ハ
リ
万
博
参
加
の
回
答
を
得
た
仏
川
は
、
九
月
に
入

る
と
実
質
的
交
渉
へ
と
動
き
を
活
発
化
し
て
い
っ
た
。

九
月
三
○
日
、
寺
島
外
務
卿
に
而
会
し
た
カ
ン
タ
ン
仏
Ⅲ
代
理
公
使
は
、

「
今
般
吾
国
勧
農
商
務
卿
ヨ
リ
右
博
覧
会
没
為
二
就
テ
ハ
出
品
陳
列
位
置
井
二

坪
数
及
上
陳
列
ス
ヘ
キ
物
品
ト
陳
列
ス
ヘ
ヵ
ラ
サ
ル
物
品
、
或
ハ
運
輸
受
納
消

入
費
等
二
於
テ
吾
国
博
覧
会
事
務
掛
官
員
ト
協
議
ヲ
要
ス
ル
カ
為
メ
貴
政
府
二

（

妬

）

於
テ
モ
該
事
務
掛
官
員
数
名
御
選
挙
有
之
度
旨
申
越
候
」
と
告
げ
、
Ｈ
本
側
の

三
内
務
省
の
初
期
バ
リ
万
博
構
想

明
治
九
年
八
月
十
七
日

（

吃

）

右
大
臣
岩
倉
具
硯
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対
応
を
求
め
た
。
さ
ら
に
在
仏
中
野
臨
時
代
理
公
使
か
ら
も
、
九
月
一
三
日
付

マ

マ

で
「
既
二
英
幸
魯
等
ノ
諸
国
二
而
ハ
太
子
白
耳
義
和
藺
両
国
よ
り
ハ
王
ノ
子
弟

中
よ
り
主
宰
シ
テ
派
出
ノ
事
二
相
定
リ
申
候
付
而
ハ
右
辺
御
明
考
相
応
ノ
主
任

被
為
定
出
品
等
追
々
御
着
手
有
之
度
候
然
ル
時
ハ
御
交
際
井
産
業
上
二
於
而
も

（

焔

）

利
益
不
少
義
卜
奉
存
候
」
と
の
公
信
が
送
付
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
別
便
に
て

仏
国
側
と
得
国
派
遣
事
務
官
と
の
交
渉
が
一
○
月
一
円
よ
り
開
始
さ
れ
る
と

（

Ⅳ

）

報
じ
、
開
催
へ
向
け
各
国
の
動
き
も
足
並
み
が
い
よ
い
よ
揃
い
つ
つ
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
。
ハ
リ
に
お
け
る
万
博
へ
の
進
行
状
況
に
対
し
、
Ｈ
本
側

の
動
き
は
ほ
と
ん
ど
停
滞
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
大
久
保
を
中
心

と
す
る
内
務
省
は
廃
藩
置
県
以
来
の
重
要
施
策
と
考
え
ら
れ
て
い
た
地
租
改
正

（

肥

）

事
業
に
専
念
す
る
と
共
に
、
一
○
月
二
四
日
発
生
し
た
熊
本
県
士
族
大
田
黒
伴

雄
ら
の
神
風
連
の
乱
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
起
っ
た
秋
月
の

乱
、
萩
の
乱
、
さ
ら
に
旧
斗
南
藩
士
永
岡
久
茂
ら
の
千
葉
県
庁
襲
撃
計
画
な
ど

の
士
族
反
乱
鎮
圧
の
ほ
か
、
二
一
月
十
九
日
に
発
生
し
た
三
重
県
下
飯
野
郡
農

民
一
接
な
ど
地
租
改
正
反
対
運
動
の
弾
圧
な
ど
内
政
問
題
に
謀
殺
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
万
博
事
務
、
特
に
仏
国
派
遣
全
権
委
員
選
出
は
遅
れ
、

万
博
参
加
の
障
害
と
も
成
り
か
ね
な
い
様
相
を
呈
し
て
き
た
。

仏
国
は
、
す
で
に
動
き
出
し
た
各
国
派
出
委
員
と
の
交
渉
状
態
に
比
し
、
種

々
の
照
会
に
対
応
の
遅
い
日
本
側
に
対
し
、
「
日
本
国
ノ
義
ハ
極
メ
テ
遠
隔
ノ

地
二
付
往
復
等
少
カ
ラ
ザ
ル
日
限
ヲ
要
候
条
永
来
諸
規
則
確
定
ノ
時
二
相
通

候
様
イ
タ
シ
度
二
付
本
邦
（
日
本
…
．
：
筆
者
注
）
〃
右
全
権
ノ
人
派
出
有
之
候

（
⑲
）
迄
」
は
中
野
臨
時
代
理
公
使
に
代
行
願
い
度
旨
申
し
出
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

。
ハ
リ
万
博
を
規
定
す
る
諸
規
則
が
公
表
さ
れ
た
時
点
で
、
遅
れ
勝
ち
の
Ｅ
本
の

博
覧
会
事
務
が
混
乱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
参
加
が
実
質
不
可
能
に
な
る

こ
と
へ
の
懸
念
が
働
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
申
し
出
は
大
久
保
内
務
卿
の

承
諾
を
得
て
、
明
治
一
○
年
一
月
八
日
寺
島
外
務
卿
よ
り
中
野
に
対
し
「
博
覧

（

鋤

）

会
江
理
事
官
到
着
迄
ノ
間
貴
下
代
理
可
被
致
事
」
と
の
公
文
を
以
っ
て
命
じ
ら

れ
、
こ
こ
に
一
歩
で
は
あ
る
が
、
漸
く
日
本
側
。
ハ
リ
万
博
塀
務
の
仏
国
に
お
け

る
窓
口
が
正
式
に
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
~
国
内
に
多
く
の
問
題
の
集
積
し
た
日
本
側
も
博
覧
会
参
加
へ
向
け
対

応
を
始
め
、
明
治
二
年
一
月
内
務
省
は
博
覧
会
参
加
経
費
と
参
加
概
要
と
を

ま
と
め
上
げ
た
。
こ
こ
に
は
内
政
問
題
に
苦
悩
し
つ
つ
、
刀
博
準
備
に
も
配
慮

せ
ね
ば
な
ら
な
い
内
務
省
の
現
状
を
一
面
如
実
に
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

（

虹

）

佛
國
博
覧
會
經
費
之
儀
二
付
伺

來
明
治
十
一
年
佛
國
博
費
會
二
付
テ
ハ
昨
明
治
九
年
第
百
拾
壱
号
公
布
之
旨
モ

有
之
候
虚
今
般
右
爲
諸
費
金
拾
萬
圓
御
下
渡
相
成
右
金
額
ヲ
以
事
務
官
費
用
ヲ

始
メ
一
切
支
辨
候
見
込
ヲ
以
可
伺
出
旨
御
達
之
趣
奉
敬
承
候
依
テ
該
會
要
領
ニ

關
ス
ル
左
ノ
件
々
ヲ
目
途
ト
シ
必
要
之
諸
費
精
々
省
略
ヲ
旨
ト
シ
切
詰
メ
豫
算

調
整
仕
候
虚
凡
別
冊
甲
乙
書
類
之
通
金
額
總
計
金
拾
七
萬
五
千
三
百
圓
餘
二
相

成
且
出
品
者
之
義
モ
一
切
之
費
用
都
テ
自
費
ヲ
以
出
品
候
儀
ハ
方
今
實
際
之
事

情
二
於
テ
萬
々
難
出
來
不
得
止
相
應
之
御
補
助
ヲ
仰
キ
該
會
場
之
不
鵲
裁
ヲ
不

生
様
適
宜
出
品
爲
致
申
度
且
又
總
裁
等
之
場
合
二
於
テ
ハ
各
國
御
交
際
上
之
面

目
ニ
モ
相
關
シ
候
義
二
付
一
概
二
費
用
而
己
省
略
之
取
調
ニ
モ
難
相
成
等
此
上

費
額
減
省
之
見
込
何
分
相
立
兼
實
際
之
經
費
金
拾
繭
圓
ヲ
以
支
辨
候
義
ハ
重
々

難
行
届
當
御
時
節
柄
別
而
當
惑
仕
候
得
共
不
得
止
之
事
情
深
ク
御
洞
察
之
上
甲
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號
總
裁
之
費
用
二
馬
ス
ル
分
ハ
一
切
別
途
御
出
金
被
成
下
其
他
副
總
裁
事
務
官

等
之
月
給
ヲ
始
メ
諸
經
費
之
爲
メ
惣
額
金
拾
五
繭
圓
御
下
附
被
成
下
候
様
仕
度

左
候
得
ハ
患
者
費
其
他
臨
時
費
用
之
義
モ
都
テ
右
金
額
内
ヲ
以
適
宜
流
用
悉
皆

支
辨
候
様
可
仕
此
段
至
急
何
分
之
御
決
裁
有
之
度
候
也

一

等

官

一

、

總

裁

一

名
派

出

但
明
治
十
一
年
三
月
十
六
日
出
發
川
七
月
三
十
日
歸
着
ノ
積

一
、
副
總
裁

伺
之
織
聞
届
副
總
裁
以
下
月
給
其
他
諸
費
ト
シ
テ
金
拾
五
醐
圓
下
渡
候
條
臨

時
費
用
ノ
儀
モ
都
テ
右
金
額
内
ヲ
以
流
用
支
辨
可
致
總
裁
二
層
ス
ル
諸
費
ハ

別
途
可
下
渡
候
條
見
積
金
額
二
不
超
過
檬
可
致
事

明
治
十
年
二
月
三
日

明
治
十
年
一
月

太
政
大
臣
三
條
賃
美
殿
代
理

右

大

臣

岩

倉

具

硯

殿

佛
國
博
覧
會
客
業
ノ
要
件

’

’

○

○

１

１

二
等
官一
堂

］

内
務
卿
大
久
保
利
通

一
、
事
務
官
庶
務
掛

一
、
事
務
官
出
剛
淵

一
、
事
務
官

一
、
事
務
官
長

二

名

派

出

但
明
治
十
年
十
一
月
一
日
出
發
同
十
二
年
三
月
三
十
一
日
歸
着
ノ
積

但
壱
人
ハ
明
治
十
年
四
月
一
日
出
發
同
十
二
年
三
月
三
十
一
日
歸
着
菅

人
ハ
明
治
十
年
十
一
月
一
Ⅱ
出
發
同
十
二
年
三
月
三
十
一
日
歸
着
ノ
積

但
明
治
十
年
十
一
月
一
Ⅱ
出
発
何
十
二
年
三
月
三
ト
ー
日
歸
着
ノ
積

判
任壱
人
二
付
月
給
二
拾
圓
平
均

三

名

一

名

在

國

判
任沓
人
二
付
月
給
四
拾
圓
平
均

六五

等等

二官官

在名潅
國

四
等
官

内 内
一三

名名名

汲在
出國

汲名
l-lj
LL」

在
國
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一
、
患
者
其
外
豫
算
費
目
外
之
臨
時
費
用
ハ
都
テ
別
途
御
出
方
可
相
成
積

一
、
事
務
局
ハ
別
二
設
立
セ
ス
本
省
内
又
ハ
内
國
博
覺
會
事
務
局
等
ニ
テ
適
宜

合

併

事

務

取

扱

候

積

一
、
出
品
荷
物
ハ
惣
額
五
百
噸
迄
ヲ
限
り
出
荷
不
差
許
積

一
、
出
品
人
ハ
弐
十
名
ヲ
限
り
渡
航
不
差
許
積
り

但

附

属

之

邇

辨

共

壱

人

二

付

月

給

四

拾

圓

平

均

一

、

翻

訳

五

名一

名

在

國

内

四

名

波

出

但
壱
名
ハ
明
治
十
年
四
月
一
日
出
發
同
十
二
年
三
月
三
十
一
日
歸
着
沓

名
ハ
明
治
十
年
十
一
月
一
日
出
發
同
十
二
年
三
月
三
十
一
日
歸
着
二
名

ハ
明
治
十
年
四
月
一
日
出
發
同
年
十
一
月
三
十
日
歸
着
ノ
積

一
、
審
査
官

波

出

但
明
治
十
一
年
四
月
一
日
出
發
同
年
十
一
月
三
十
一
日
歸
着
ノ
積

壱
人
二
付
月
給
五
拾
圓
平
均

二

名

こ
の
内
務
省
案
に
よ
れ
ば
、
初
め
太
政
官
が
計
画
し
た
博
覧
会
規
模
は
予
算

総
額
一
○
万
円
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
を
以
っ
て
コ
切
支
弁
」
す
る
予
定
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
内
務
省
は
太
政
官
の
意
向
に
添
っ
て
「
必
要
之
諸
費
精
々
省

略
ヲ
旨
ト
シ
切
詰
メ
予
算
調
整
」
し
、
さ
ら
に
総
裁
関
係
費
を
別
途
と
し
て
も

五
万
円
を
増
額
し
た
一
五
万
円
が
必
要
と
結
論
し
た
。
こ
の
予
算
に
従
っ
て
計

画
さ
れ
た
「
仏
国
博
覧
会
事
業
ノ
要
件
」
を
み
る
と
、
事
務
局
の
規
模
は
総
裁

・
副
総
裁
・
事
務
官
長
が
そ
れ
ぞ
れ
一
等
官
・
二
等
官
・
四
等
官
で
任
命
さ
れ

る
以
外
は
判
任
官
以
下
で
占
め
ら
れ
、
経
費
抑
制
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
派
出
委
員
に
つ
い
て
も
全
体
で
一
二
名
と
し
、
さ
ら
に
先
述
し
た
よ
う
に

出
費
の
嵩
さ
む
総
裁
費
を
別
仕
立
と
し
て
い
る
。
こ
の
派
出
委
員
数
は
、
出
品

人
の
渡
仏
予
定
者
二
○
名
を
加
え
て
も
全
体
で
三
二
名
と
い
う
小
規
模
な
派
遣

で
あ
り
、
ま
た
事
務
局
も
特
に
別
に
設
置
す
る
予
定
は
な
く
「
本
省
又
ハ
内
国

博
覧
会
事
務
局
等
」
に
合
併
す
る
体
裁
と
な
っ
て
い
た
。

以
上
の
内
務
省
案
は
従
来
日
本
が
参
加
し
て
き
た
万
国
博
覧
会
の
規
模
と
比

較
し
た
時
、
そ
の
消
極
的
構
想
は
明
確
な
も
の
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
明
治
六
年

ウ
ィ
ー
ン
万
博
へ
の
出
品
は
全
て
政
府
で
あ
り
、
派
出
委
員
は
二
三
名
で
五
七

万
三
千
余
円
の
費
用
を
投
入
し
て
参
加
し
て
お
り
、
明
治
九
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
万
博
に
際
し
て
も
三
二
人
の
派
出
委
員
と
二
九
万
三
千
余
円
を
費
や
し
て

（

配

）

の
参
加
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
も
パ
リ
万
博
へ
の
日
本
の
参
同
は
計

画
段
階
か
ら
極
め
て
緊
縮
型
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
渡
仏
商
人
を
二
十
名
と

決
定
し
て
い
た
事
実
は
、
民
間
人
に
よ
る
出
品
を
中
核
と
し
て
参
加
し
た
ブ
イ

以
上
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卿
ら
が
残
っ
た
が
、
〒

へ
と
向
っ
た
。
こ
の
参

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（

認

）

ラ
デ
ル
フ
ィ
ァ
万
博
で
さ
え
計
画
時
に
は
「
随
行
商
人
五
名
」
と
さ
れ
て
い
た

こ
と
と
比
較
す
る
と
、
実
に
四
倍
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
特
に
注
目
し
て
お
き

た
い
。こ
の
内
務
省
案
は
明
治
一
○
年
二
月
一
日
太
政
官
に
提
出
さ
れ
、
同
月
三
日

に
は
決
済
さ
れ
て
博
覧
会
へ
向
け
て
の
活
動
が
本
格
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
よ
り
先
一
月
三
○
日
鹿
児
島
私
学
校
生
徒
に
よ
る
草
牟
田
村
火
薬

局
襲
撃
を
発
端
に
勃
発
し
た
「
西
南
戦
争
」
と
い
う
明
治
最
大
の
士
族
反
乱
に

よ
っ
て
、
博
覧
会
事
務
は
再
び
大
き
な
影
響
を
被
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
治
天
皇
は
孝
明
天
皇
十
年
式
年
祭
の
た
め
一
月
二
四
日
東
京
を
発
ち
京
都

へ
行
幸
し
て
い
た
が
、
こ
の
行
幸
に
は
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
、
三
条
太
政
大

（

型

）

臣
、
木
戸
孝
允
な
ど
も
同
行
し
、
東
京
に
は
岩
倉
具
視
右
大
臣
、
大
久
保
内
務

卿
ら
が
残
っ
た
が
、
西
南
戦
争
開
始
後
の
二
月
一
三
日
、
大
久
保
も
急
拠
京
都

へ
と
向
っ
た
。
こ
の
た
め
、
仏
国
博
覧
会
事
務
は
前
島
密
内
務
少
輔
に
代
行
さ

西
南
戦
争
は
、
二
月
一
五
日
西
郷
隆
盛
が
兵
を
率
い
て
鹿
児
島
を
出
発
、
二

二
日
に
は
西
郷
軍
が
熊
本
城
を
包
囲
す
る
な
ど
政
府
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、

こ
の
た
め
政
府
は
熾
仁
親
王
を
征
討
総
督
に
任
じ
て
そ
の
鎮
圧
に
全
力
を
傾
け

た
。
三
月
に
入
る
と
戦
線
は
膠
着
化
し
一
進
一
退
を
繰
り
返
し
た
が
、
同
月
二
○

日
政
府
軍
が
田
原
坂
を
占
領
し
た
頃
か
ら
西
郷
軍
の
後
退
が
徐
々
に
始
っ
た
。

こ
の
間
、
内
戦
で
あ
る
西
南
戦
争
の
進
展
と
は
無
関
係
に
、
仏
国
側
か
ら
は
三

月
五
日
付
を
も
っ
て
博
覧
会
参
加
を
全
側
面
で
規
定
す
る
「
博
覧
会
規
則
」
等

（

鰯

）

の
博
覧
会
関
係
資
料
が
在
日
仏
国
代
理
公
使
よ
り
寺
島
外
務
卿
に
手
渡
さ
れ
、

ま
た
同
月
二
九
日
に
は
同
代
理
公
使
よ
り
仏
国
大
統
領
親
書
が
、
天
皇
が
「
西

マ

マ

（

妬

）

京
御
行
幸
御
留
守
中
二
付
」
と
い
う
理
由
か
ら
寺
島
外
務
卿
に
捧
呈
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
西
南
戦
争
で
多
く
の
難
題
を
抱
え
つ
つ
も
漸
次
博
覧
会
準
備

を
推
し
進
め
て
い
た
内
務
省
は
、
同
省
案
で
「
事
務
局
ハ
別
二
設
立
セ
ス
」
と

し
て
い
た
仏
国
博
覧
会
事
務
局
を
三
月
二
二
日
付
で
内
務
省
内
に
設
置
し
、
こ

れ
に
よ
っ
て
以
後
日
本
の
仏
国
博
覧
会
事
務
は
整
備
へ
の
方
向
へ
向
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
内
情
は
、
博
覧
会
準
備
の
進
行
を
問
う
仏
国
代
理
公
使
に

対
し
「
未
た
長
官
等
者
相
決
不
申
唯
実
際
相
運
候
為
兼
而
其
事
務
心
得
候
官
員

（

”

）

丈
を
差
置
手
筈
い
た
し
候
」
と
回
答
し
た
こ
と
か
ら
も
、
統
轄
者
不
在
の
事
務

連
絡
所
的
存
在
の
機
関
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
、
事
務
局
が
事
務
局
と
し
て
の

活
動
を
開
始
す
る
の
は
、
仏
国
か
ら
帰
国
間
も
な
い
前
田
正
名
の
関
与
と
松
方

正
義
の
事
務
局
へ
の
参
加
と
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

明
治
一
○
年
一
月
に
立
案
さ
れ
た
内
務
省
の
博
覧
会
参
加
構
想
は
、
前
述
の

よ
う
に
西
南
戦
争
後
若
干
の
変
更
を
来
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
情
勢
の
推
移

は
当
初
の
内
務
省
の
予
想
と
異
な
り
、
結
果
的
に
日
本
の
仏
国
博
覧
会
参
加
計

画
に
更
な
る
変
更
を
求
め
た
。
明
治
一
○
年
一
○
月
二
○
日
大
久
保
仏
国
博
覧

（

配

）

会
総
裁
か
ら
三
条
太
政
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
経
費
増
額
願
は
、
こ
の
間
の
種
々

の
変
更
に
よ
っ
て
博
覧
会
参
加
準
備
が
多
く
の
難
題
を
抱
え
つ
つ
進
め
ら
れ
て

来
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（

調

）

乾
佛
博
第
千
六
拾
三
號

四
内
務
省
構
想
の
変
更
と
参
加
実
態
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佛
國
博
覺
會
事
務
局
經
費
増
額
之
義
ニ
付
上
申

佛
國
博
覺
會
事
務
局
經
費
之
義
本
年
二
月
中
拾
五
萬
圓
ヲ
以
テ
該
會
諸
費
流
融

支
辨
可
致
尤
總
裁
汲
出
諸
費
之
義
ハ
別
途
御
下
ヶ
渡
可
相
成
旨
御
指
令
相
成
候

ニ
付
爾
來
目
今
二
至
ル
マ
テ
右
費
額
不
超
過
様
百
般
秩
序
相
立
事
務
調
理
爲
致

來
候
虚
各
府
縣
下
ヨ
リ
出
品
願
出
候
者
當
時
數
百
名
ノ
多
キ
ー
及
上
殆
卜
米
國

（

複

力

）

博
覺
會
本
館
出
品
高
ヨ
リ
超
過
ス
ル
ノ
勢
二
立
至
リ
候
故
彼
是
重
復
ノ
物
品
或

ハ
同
種
數
多
ノ
類
ハ
勉
メ
テ
取
捨
掛
酌
ノ
上
將
來
ノ
利
盆
ヲ
惹
起
ス
ヘ
キ
見
込

ア
ル
物
品
而
己
出
品
ヲ
差
免
シ
候
得
ト
モ
自
費
出
品
へ
諸
官
省
出
品
ヲ
モ
合
計

致
シ
候
得
ハ
必
定
八
百
噸
餘
二
可
相
成
計
算
ニ
テ
兼
テ
及
上
申
候
經
費
積
リ
ハ

五
百
噸
之
見
込
二
付
實
際
三
百
噸
ノ
超
過
卜
可
相
成
其
餘
自
費
出
品
主
渡
航
願

之
義
モ
五
名
ノ
請
願
ハ
三
名
卜
爲
シ
三
名
ハ
ニ
名
卜
減
省
爲
致
其
上
全
ク
他
日

ノ
望
ミ
ァ
ル
者
ノ
ミ
差
免
ス
ヘ
キ
積
リ
ニ
爲
取
調
候
テ
モ
目
今
願
濟
之
者
試
拾

六
名
程
二
相
成
尚
申
合
セ
通
辨
等
渡
航
可
願
出
趣
二
相
聞
へ
到
底
三
拾
人
ハ
不

差
許
候
テ
ハ
相
成
間
敷
卜
被
存
右
モ
最
前
ノ
費
額
積
リ
ョ
リ
ハ
拾
名
ノ
超
過
卜

相
成
加
之
該
會
場
内
各
邦
へ
割
當
有
之
匠
分
入
口
ヘ
ハ
其
國
風
之
門
戸
ヲ
建
造

致
ス
ヘ
キ
一
定
ノ
趣
向
二
付
本
邦
二
於
テ
モ
無
論
製
造
無
之
テ
ハ
不
相
成
旨
事

務
官
前
田
正
名
先
般
佛
國
ョ
リ
歸
朝
之
節
直
二
申
立
候
次
第
モ
有
之
純
然
本
邦

所
産
ノ
建
材
ヲ
示
ス
ヘ
キ
ノ
趣
向
ヲ
以
テ
既
二
製
造
申
付
候
義
ニ
テ
右
辱
モ
全

ク
豫
ネ
テ
ノ
目
的
外
ニ
シ
テ
止
ヲ
得
サ
ル
ノ
經
費
二
属
シ
且
亦
最
前
ノ
經
費
豫

算
ハ
事
務
官
長
則
四
等
官
一
名
ノ
派
出
ニ
シ
テ
其
餘
ハ
判
任
官
而
己
之
見
積
リ

ニ
有
之
候
虚
今
般
副
總
裁
派
遣
可
被
命
二
付
テ
ハ
旅
費
ノ
相
違
モ
有
之
駐
剖
中

マ

マ

其
交
際
二
於
ル
モ
亦
格
別
ノ
事
ニ
テ
自
然
御
交
際
ノ
道
ニ
モ
相
關
シ
候
事
故
握

テ
費
額
ノ
減
省
ノ
ミ
ヲ
本
旨
ト
シ
御
禮
裁
二
拘
り
候
テ
ハ
不
相
濟
義
二
付
兼
テ

こ
の
増
額
願
は
十
一
月
二
日
に
は
決
済
さ
れ
、
博
覧
会
事
務
局
は
主
力
局
員

渡
仏
前
の
日
本
に
お
け
る
活
動
の
最
終
段
階
に
入
っ
た
が
、
一
月
の
内
務
省

案
か
ら
一
○
ヶ
月
の
間
に
前
記
史
料
が
語
っ
て
い
る
多
く
の
変
更
が
な
さ
れ
た

本
質
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
こ
の
こ
と
は
パ
リ
万
博
へ
の
日
本
の
参
加
目
的
を

検
討
す
る
上
で
避
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
点
で
あ
る
の
で
、
次
に
一
月
の
内
務

省
案
と
実
際
の
日
本
の
参
加
結
果
と
を
比
較
し
な
が
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考

總
裁
派
出
費
ノ
内
へ
見
積
り
有
之
候
金
壱
萬
圓
ノ
交
際
費
ハ
其
壼
今
般
派
出
費

用
之
内
へ
御
下
ヶ
渡
相
成
度
然
ル
上
ハ
萬
一
事
務
之
都
合
二
寄
り
實
際
二
臨
ミ

止
ヲ
得
ス
外
人
雇
入
等
ノ
事
ハ
勿
論
其
他
臨
時
ノ
事
出
來
候
ト
モ
右
交
際
費
ノ

内
ヲ
以
テ
流
融
支
辨
可
爲
致
尤
諸
般
何
レ
モ
切
減
ノ
見
込
ヲ
以
テ
爲
取
調
候
虚

別
紙
甲
號
ノ
金
額
丈
ヶ
増
額
御
聞
届
ヶ
無
之
候
テ
ハ
實
地
差
支
加
之
既
二
豫
算

經
費
拾
五
萬
圓
之
内
佛
國
大
統
領
ヨ
リ
懇
請
相
成
候
古
器
物
採
集
之
方
へ
金
壱

萬
圓
流
融
相
成
候
分
モ
全
ク
見
込
外
之
義
二
有
之
候
間
今
般
尚
金
四
萬
圓
別
段

御
下
ヶ
渡
可
相
願
筈
二
候
得
共
尚
精
々
省
略
取
賄
候
見
込
ヲ
以
テ
豫
ネ
テ
總
裁

涯
遣
ノ
節
ハ
別
途
御
下
ヶ
渡
可
有
之
旨
御
指
令
相
成
居
候
金
三
萬
三
千
載
百
四

拾
壱
圓
六
拾
銭
之
高
今
般
増
額
御
聞
届
相
成
度
右
御
決
裁
ノ
上
ハ
最
初
御
裁
下

濟
之
拾
五
萬
圓
卜
合
計
致
シ
拾
八
萬
三
千
載
百
四
拾
壱
圓
餘
ヲ
經
費
總
額
卜
爲

シ
仕
佛
濟
計
算
仕
上
可
取
計
奉
存
候
此
段
大
藏
卿
ヘ
モ
逢
協
議
及
上
申
候
期
節

モ
差
迫
り
候
義
故
至
急
御
裁
可
相
成
度
候
也佛

國

博

覧

會

總

裁

明

治

十

年

十

月

二

十

日

内

務

卿

大

久

保

利

邇

太

政

大

臣

三

條

實

美

殿
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(第一表）仏国博覧会事務局派遣渡仏者一覧

｜ ’
博覧会事務局
職 名

事務副総裁

兼事務官長

備 考
仏国博覧会事務局御用掛(M10.
4.21)、仏国博覧会副総裁心得
（同． 6． 21)、仏国博覧会事務副

総裁(同.8．20)、仏国博覧会事
務官長兼務(同.10.20～M11.6.
26)、M10.10.18派出決定､勅任

仏国博覧会事務官(M10.6.25)、
M10.8.30派出決定､仏語(2)、博
覧会閉会後巴里在勤、大橋靖と
共に先発(M10.10.9)、准奏任

フィラデルフィア万博事務局員、
M10.10.25派出決定、判任

フィラデルフィア万博事務局員、
M10.10.25派出決定、准判任

博覧会閉会後在仏巴里公使館在
勤、仏語、判任

|M10.10.25派出決定､判任

氏 名

松方正義(1)

官職名

大蔵大輔兼内
務省勧農局長

担 当

L
’

1

3事務官 内務一等属 石原豐貫

4 1事務官 ｜内務省御用掛|久保弘道

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

庶務科(3)

出品科(4)
園菜草部審査官(6)

編輯科(5)
予備審査官(7)

編輯科

5 事務取扱
（事務官随行）

~~|電熱行）
6

？ |事畠熟行）

平山成信外務一等書記
生

大蔵三等属 谷謹一郎

陸軍省十二等
出仕 ’ ｜

’

諏訪秀三郎 M10.10.25派出決定、仏語、判
任

編輯科
審査官通弁

編輯科
審査官通弁

庶務科

’
８ M10.10.25派出決定、仏語、判

任

M10.10.25派出決定、博覧会閉
会後英国竜動領事館在勤

M10.10.25派出決定、 フイラデ
ィフア万博事務局員、准判任

M10.8.30派出決定､前田正名と
共に先発(M10.10.9)、准判任

仏語、博覧会閉会後仏国留学

成島謙吉
事息熟行) |内務六等属
－
９

’
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

言
１
Ｊ
に
イ
ー内務省御用掛｜三田事務取扱

（事務官随行）

事務取扱
（事務官随行）
~10

原徳立|蝿部…‘, ｜
鳶 靖庶務科

松直稠松方副総裁専属通
弁、予備審査官

内務省御用掛 河

~

11事務取扱
（事務官随行）

大橋内務省御用掛

’
兼松直内務省御用掛

'21事葺熟行）
~

リ

作

ョ

製１年一一十治明篇
年

二

九
第

治

ｊ

明

言

ｊ

告

件

報

一
今
云

同

覧

参

博

府

大

政

国

国

万

帝

府

二

里

会

巴

覧

西

博

蘭

国

仏

諏
琴
巻

轆
計
衲

匪
悶
鍛

西

編

第

藺

局

編

雌
蕊
牽

録

会

ｊ

諏
鱸
鈍

務

国

趣

外

仏

ｒ

●
●
●

Ｊ典出く

(註)(1) 松方、前田及び第二表にある鮫島尚信の事務局職名は、現地仏国ではそれぞれ｢総裁｣｢事務官長」

「総裁心得」を称していた。このことは谷謹一郎の日記（『法政史学』第37号収録）において確認で

きるが、これは仏国側の要請によるもので、明治十一年二月二六日に大久保利通総裁から太政大臣

三条実美に提出された「仏国博覧会副総裁其他名唱之義二付上申」（『公文録』閲2A-10-魁2261)

に詳しい。

仏国博覧会副総裁
大蔵大輔松方正義

同御用掛
特命全権公使鮫島尚信

同事務官
内務省御用掛前田正名

ロ
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右三名頭書之通被仰付致渡航候処彼国博覧会副総裁ヨリ先発事務官へ懇談之趣ニテハ

松方正義ハ総裁鮫島尚信ハ総裁ヲノーレル前田正名ハ事務官長之名義ヲ以事務取扱候

得ハ実際事務上ノ便宜不少趣二付彼地出張中右名義ヲ以事務取扱ノ義拙者限り間届候

様可仕此段及上申置候也

明治十一年二月廿六日

太政大臣三条実美殿

仏国博覧会総裁

内務卿大久保利通 」

なお、松方の出発当初の仏語官職名は次のとおり。 「在日仏国代理公使宛寺島外務卿書翰」明十

・十・十二（前掲『仏藺西国巴里開設万国博覧会二帝国政府参同一件』)。

MatsugataMasayoshiVicePresidentdelaCommissionlmperialeJaponaisepourl'Expo-

sitionUniverselledeParis,CommissaireG6n6raleduJapon.

(2) 「仏語」とは， この時期に仏語が理解できると考えられる者。

(3)～(5)在仏博覧会事務局は事務を三科に分け、それぞれ「庶務科」「出品科」「編輯科」とした。就

業時間は午前九時から午後四時まであったが、 「博覧会開場マテハ事務頗ル多端ニシテ定時間ノ外

皆事ヲ取しり殊二出品科委員及上通弁人ノ如キハ毎日午前六時ヨリ午後六時マテ会場二至り物品ノ

装飾及上区分中ノ整頓二従事シテ日曜ノ日ト錐トモ休憩セサリシ」という情況であった｡(前掲I明

治十一年仏蘭西巴里府万国大博覧会報告書』第二編p2～5， pl7～18)

(6)～(8) 「審査官」とは「会場列品審査ノ為メ仏国事務局ノ依頼二由リテ」選んだ者、河原、久保の

ほか第三表の九鬼隆一が教育部審査官となっている。また「予備審査官」とは、上記三名に「所労

アリシ時ノ代理」である。 （同上）

(第二表） 仏国博覧会事務局兼勤在仏日本公使館員(1)

~
｜

’

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
』
１
１
１
日
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

者

4 一等書記生 事務取扱

(出典）外務省記録『仏蘭西国巴里開設万国博覧会二帝国政府参同一件』明治九年ヨリ作製

(註)(1) 在仏日本公使館員は､ここに掲げた四名のほか明治十一年五月の時点であと二名が在勤している。

一名は西徳次(二)郎であり、他は熊崎寛良である。前掲『帝国政府参同一件』にファイルされた在

仏公使館報告等には熊崎書記一等見習の訳になる文書も確認でき、彼らも兼勤ではないが協力して

いたことが分かる。

（2） 第一表の註(1)参照
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1

2 一等書記官 中野健明 御用掛派遣まで事務代行（M10.8.1→同
12.14）

3

特命全権公使

二等誉記官 ｜ 事務”

博覧会御用郷2' ｜鮫島尚信

鈴木貫一

兼勤M10.8.6決定

兼勤指令M10.8.3

河上房申 ｜ 兼勤指令Mu~2~,



え
て
み
た
い
・

始
め
に
博
覧
会
事
務
局
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

一
月
の
内
務
省
案
（
以
後
、
単
に
内
務
省
案
と
す
る
）
で
は
、
事
務
担
当
部

（
内
務
省
案
で
は
事
務
局
の
名
称
を
用
い
て
い
な
い
が
、
今
仮
に
実
際
に
機
能

し
た
事
務
局
と
区
別
す
る
た
め
事
務
担
当
部
と
呼
ぶ
）
を
構
成
す
る
職
員
は
総

裁
以
下
十
八
名
、
う
ち
仏
国
派
遣
予
定
者
は
総
裁
を
含
む
十
二
名
と
な
っ
て
い

た
。
こ
れ
に
対
し
実
際
の
仏
国
博
覧
会
事
務
局
〔
以
後
、
単
に
事
務
局
と
呼
ぶ
）

（

鋤

）

は
総
裁
以
下
二
三
名
を
以
て
構
成
さ
れ
、
局
員
数
に
お
い
て
事
務
担
当
部
に
勝

る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
事
務
局
か
ら
の
仏
国
派
遣
者
は
第
一
表
の
よ
う
に

一
二
名
と
員
数
こ
そ
事
務
担
当
部
と
同
数
で
あ
っ
た
が
、
事
務
局
の
場
合
パ
リ

に
お
い
て
第
二
表
で
示
し
て
い
る
在
仏
公
使
館
在
勤
者
四
名
が
事
務
局
員
と
し

て
活
動
し
て
お
り
、
実
質
的
に
は
一
六
名
と
な
っ
て
員
数
的
に
事
務
担
当
部
に

勝
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
第
一
表
及
び
第
二
表
の
備
考
に
記
載
し
た
よ
う
に

派
出
任
命
時
期
が
極
め
て
遅
く
、
ま
た
事
務
局
か
ら
の
派
遣
者
の
う
ち
前
田
・
大

橋
両
人
の
先
発
組
を
除
く
と
、
副
総
裁
以
下
一
○
名
と
公
使
館
勤
務
の
鮫
島
・

河
上
両
名
の
横
浜
出
帆
は
明
治
二
年
二
月
一
二
日
で
あ
っ
て
、
パ
リ
に
着
い

た
三
月
二
九
日
と
い
う
時
期
を
考
え
れ
ば
、
準
備
の
た
め
一
人
で
も
多
く
の
担

当
者
を
必
要
と
し
た
た
め
斯
か
る
事
務
局
員
数
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
問
題
は
渡
仏
局
員
の
担
当
職
務
で
あ
る
。
前
章
で
掲
げ
た
内
務
省
案

に
よ
れ
ば
、
事
務
担
当
部
が
派
出
す
る
職
員
は
総
裁
・
副
総
裁
・
事
務
官
長
は

じ
め
、
事
務
官
は
出
品
掛
、
庶
務
掛
、
審
査
官
、
翻
訳
と
そ
れ
ぞ
れ
担
当
職
務

を
専
務
す
る
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
事
務
局
の
場
合
在
仏
公
使

館
兼
勤
者
は
別
に
し
て
も
、
第
一
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
派
遣
局
員
一
二
名

（

鋤

）

中
六
名
は
兼
務
と
な
っ
て
お
り
、
局
員
に
多
く
の
負
担
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

現
実
に
四
月
一
日
の
在
仏
博
覧
会
事
務
局
事
務
開
始
か
ら
開
場
ま
で
の
一
ケ
月

間
は
、
「
事
務
頗
ル
多
端
ニ
シ
テ
定
時
間
ノ
外
皆
事
ヲ
取
し
り
」
と
い
う
状
態

（

蛇

）

で
あ
っ
た
。
特
に
出
品
科
と
通
弁
は
一
日
十
二
時
間
の
労
働
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
こ
の
た
め
特
に
通
弁
官
に
は
第
三
表
の
遠
野
寅
亮
が
現
地
に
て
臨
時
雇
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
部
省
よ
り
派
遣
さ
れ
た
九
鬼
隆
一
は
現
地
に
て
審
査

官
に
任
じ
ら
れ
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
準
備
の
遅
れ
か
ら
事
務
局
構
成
者
へ
の

負
担
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
事
務
局
の
職
務
構
成
が
事
務
担
当
部
の
そ
れ
に
比
較
し
て
負
担

が
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
経
費
的
に
も
事
務
局
は

大
き
な
制
約
を
受
け
て
い
た
。

（

鍋

）

第
五
表
は
内
務
省
予
算
案
と
事
務
局
閉
局
後
の
決
算
報
告
と
を
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
。
表
中
の
内
務
省
予
算
案
と
は
内
務
省
案
に
付
属
文
書
と
し
て
添
付

さ
れ
た
資
料
で
あ
り
、
決
算
報
告
に
よ
り
作
製
し
た
博
覧
会
経
費
の
予
算
と
は

明
治
一
○
年
一
○
月
の
最
終
予
算
、
決
算
と
は
明
治
一
二
年
三
月
末
の
統
計
で

あ
る
。先

の
一
○
月
二
十
日
の
経
費
増
額
伺
に
も
「
最
前
予
算
ハ
事
務
官
長
則
四
等

官
一
名
ノ
派
出
ニ
シ
テ
其
余
ハ
判
任
官
而
巳
之
見
積
リ
ニ
有
之
候
処
今
般
副
総

裁
派
遣
被
命
二
付
テ
ハ
旅
費
ノ
相
違
上
有
之
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、
ま
た
博
覧

会
経
費
で
は
局
員
月
給
と
は
渡
仏
局
員
以
外
の
在
国
局
員
月
給
を
示
し
た
も
の

で
あ
り
、
在
任
期
間
の
予
定
と
実
際
と
の
相
違
な
ど
か
ら
、
官
員
月
給
と
官
員

旅
費
に
つ
い
て
内
務
省
予
算
案
と
博
覧
会
経
費
と
を
安
直
に
比
較
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
博
覧
会
経
費
に
つ
い
て
の
み
予
算
と
決
算
と
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(第三表）博覧会事務局を除く政府派遣渡仏者及び臨時採用者

務| 官職名 ｜ 氏 名 ｜ 用 考備

文部大書記官
1
太政官大書記香' 九鬼隆一 |難蠅瀞

渡仏中に教育部審査官、及び大久保総裁暗
殺後博覧会御用掛(M11. 6.26)

2 文部省一等属 |渡欧中各国教育調査

－
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
画
’
１
１
１
６
■
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

佐
一
雫

中

八

軍

務

海

内

３

４

| 遠竹秀行

| ゞ ＝”
5 内務九等属

6 （臨時採用）
覧会事務局雇、洋画家、博覧会後仏

山本芳翠

遠野寅亮通弁
（許）

仏国博
国留学

仏国博覧会事務局現地雇、広島県留学生

~9 1 (臨時採用） ｜ 内山平八

大崎森左衛門(臨時採用）

|鐸'腿好 ’ 松方正義副総裁従者｜大阪府士族
(出典）外務省記録『仏蘭西国巴里開設万国博覧会二帝国政府参同一件』明治九年 ヨ

｜＃外務省記録『海外行免状表』第二巻、第三巻各「仏国之部」明治十年、明治十一年

仏国博覧会事務局編『明治十一年仏藺西国巴里府万国大博覧会報告書』第二篇明治十二年

(註）遠野寅亮は明治四年広島県留学生として英国へ留学、 「多年竜動巴里府ノ間二在」ったことからそ
の語学力を買われて通弁として臨用雇用され、松方副総裁と仏国側博覧会事務局カランッ事務官長と
の鉄道論議にも通弁を勤めている。 （藤村通監修『松方正義関係文書』第一巻昭和54年刊p440)

を
比
較
す
る
こ
と
で
博
覧
会
事
務
局
関
係

費
の
動
向
を
み
て
み
る
と
、
局
員
月
給
、
局

員
旅
費
、
接
待
費
、
馬
車
費
、
在
国
事
務
局

費
・
在
仏
中
諸
雑
費
に
お
い
て
、
在
国
事

務
局
費
・
在
仏
中
諸
雑
費
以
外
は
す
べ
て

予
算
額
を
決
算
額
が
下
ま
わ
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
局
員
月
給
に
お
い

て
は
一
九
・
三
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
局
員
旅
費

（

鈍

）

で
一
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
が
切
詰
め
ら
れ
、
ま

た
内
政
大
忙
か
ら
総
裁
に
代
っ
て
渡
仏
し

た
副
総
裁
が
主
に
支
出
し
た
と
み
ら
れ
る

接
待
費
と
馬
車
費
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
三
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
○
・
一
パ

ー
セ
ン
ト
が
節
約
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
削
減
可
能
な
経

費
は
可
能
な
限
り
削
る
と
い
う
事
務
局
の

博
覧
会
運
営
姿
勢
を
こ
こ
に
読
み
取
る
こ

（

弱

）

と
が
出
来
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
事
務
局
運
営
は
、
職

務
構
成
上
か
ら
は
兼
務
兼
勤
が
中
心
と
さ

れ
、
経
費
上
も
緊
縮
を
強
い
ら
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
多
く
の
制
約
の
な
か
で
事
務
局
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九鬼大書記官随行
手島精一 （M10.12.25）

吉田健作
農産物取調並博覧会
出品取扱

農産物取調並博覧会
出品取扱

７ (臨時採用）

8 (臨時採用） | 佐野喜三郎
博覧会場内日本式門
設計施工

内務省勧農局雇（三井物産会社雇？）前田
ら先発組とタイナス号で渡仏(M10.10. 9）

博覧会場内日本式庭
園造成

内務省勧農局雇（三井物産会社雇？）前田
ら先発組とタイナス号で渡仏(M10.10. 9）

11 (臨時採用）



第
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
度
の
万
博
参
加
の
特
色
は
政
府
と
民
間

と
の
川
者
に
よ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
民
間
か
ら
の
参
加
は
、
基
本
的
に
は
明
治

九
年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
万
博
へ
の
参
加

に
対
し
、
政
府
は
出
品
を
勧
奨
す
る
た
め
、
当
時
ま
だ
資
本
蓄
積
度
が
低
く
資

金
的
に
海
外
万
博
へ
の
出
品
が
不
可
能
な
出
品
希
望
者
に
資
金
貸
与
の
前
例
を

生
み
出
し
た
。
こ
の
た
め
、
パ
リ
万
博
に
際
し
て
も
こ
の
資
金
貸
与
方
式
が
事

務
局
に
採
用
さ
れ
、
明
治
一
○
年
六
月
、
そ
の
貸
与
に
充
る
資
金
の
下
附
願
い

（

記

）

が
、
前
島
内
務
少
輔
か
ら
岩
倉
右
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
資

本
金
貸
与
へ
の
動
き
は
民
間
志
願
者
か
ら
出
て
来
た
よ
う
で
、
内
務
省
も
「
本

邦
職
工
ノ
如
キ
従
来
ノ
慣
習
ト
シ
テ
資
本
乏
敷
者
多
ク
」
、
ま
た
「
現
今
一
般

金
融
沮
滞
ノ
折
柄
」
出
品
を
決
し
兼
ね
て
い
る
希
望
者
も
少
な
く
な
く
、
貸
与

の
先
例
も
あ
る
の
で
資
金
貸
与
に
決
し
た
い
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
「
資
本
金
貸
与
資
金
下
附
願
」
は
、
同
年
七
月
三
日
に
決
済
と
な
っ
た

が
、
こ
う
し
た
出
品
希
望
者
へ
の
資
金
援
助
と
は
別
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

万
博
同
様
万
博
開
催
地
へ
の
出
品
人
及
び
出
品
代
理
人
の
渡
航
援
助
も
な
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

す
で
に
内
務
省
案
に
お
い
て
「
出
品
人
二
弐
十
名
ヲ
限
り
渡
航
不
差
許
積
り

但
附
屈
之
迪
弁
共
」
と
、
出
品
人
中
の
海
外
渡
航
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
先
に
引
用
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
出
品
人
及
び
代
理
人
の
渡
航
に
つ

い
て
は
、
明
治
一
○
年
六
月
七
日
に
前
島
内
務
少
輔
か
ら
岩
倉
右
大
臣
へ
提
出

さ
れ
、
六
月
二
五
日
太
政
官
に
間
届
け
ら
れ
一
般
に
布
達
さ
れ
た
「
仏
国
巴
里

民
間
の
参
加
に
対
す
る
事
務
局
の
係
わ
り
方
を
検
討
し
た
い
。

が
パ
リ
万
博
参
加
を
推
進
し
た
理
由
を
求
め
る
た
め
、
政
府
と
共
に
出
品
し
た

こ
の
条
項
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
出
品
概
則
中
、
第
一
四
条
「
出
品

本
人
或
ハ
代
人
共
往
返
旅
費
ハ
官
費
其
他
ノ
雑
費
ハ
自
費
タ
ル
ヘ
、
と
、
第
一

五
条
「
同
上
米
国
滞
在
中
宿
料
食
料
其
他
ノ
諸
雑
費
一
切
自
費
タ
ル
ヘ
シ
」
、

及
び
第
一
六
条
「
同
上
御
国
内
往
返
旅
費
東
京
滞
在
入
費
一
切
自
費
タ
ル
ヘ

（

錦

）

シ
」
の
以
上
三
ケ
条
が
整
理
さ
れ
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ

り
渡
航
許
可
者
に
対
す
る
往
復
旅
費
の
政
府
支
給
が
規
定
さ
れ
た
。

さ
て
、
第
一
七
条
中
に
「
費
額
ノ
都
合
ニ
ョ
リ
其
人
員
ハ
適
宜
之
ヲ
減
少
ス

ベ
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
政
府
は
内
務
省
案
に
あ
る
渡
航
援
助
対
象
が
二
十
名

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
せ
ず
希
望
を
募
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
出
願
受
付
に
際

し
て
は
「
五
名
ノ
請
願
ハ
三
名
卜
為
シ
三
名
ハ
ニ
名
ト
減
省
為
致
其
上
全
ク
他

（

調

）

日
ノ
望
ミ
ァ
ル
者
ノ
ミ
差
免
」
す
方
針
を
取
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
て

調
整
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
一
○
年
一
○
月
の
時
点
で
渡
航
援
助
対
象

者
は
二
六
人
に
上
り
、
こ
の
た
め
内
務
省
は
三
○
人
ま
で
は
認
め
ざ
る
得
な
い

と
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
最
終
的
に
渡
航
を
許
可
さ
れ
た
者

は
第
四
表
に
ま
と
め
た
三
九
人
に
達
し
、
こ
の
渡
航
援
助
許
可
数
は
内
務
省
案

（

抑

）

府
博
覧
会
出
品
概
則
」
の
第
一
七
条
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。

第
一
七
條
出
品
主
竝
代
人
委
託
ヲ
受
シ
者
等
往
返
旅
費
ハ
官
ヨ
リ
給
與
ス
ル
ト
雛

ト
モ
費
額
ノ
都
合
ニ
ョ
リ
其
人
員
ハ
適
宜
之
ヲ
減
少
ス
ペ
シ
尤
彼
地
滞

在
中
宿
料
食
料
其
他
旅
中
ノ
雑
費
ハ
一
切
自
費
タ
ル
ヘ
シ

但
御
國
内
及
上
東
京
横
浜
往
返
旅
費
ハ
一
切
自
費
タ
ル
ベ
シ
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(第四表）仏国博覧会渡航商人及び代理人

｜ 派遣会社名等 ｜ 氏 名 ’ 備 考
1 三井物産会社（1） 坪内安久 神奈川県平民、三井物産会社横浜支店支配人、前田

ら先発組と渡仏(M10.10. 9)

2 三井物産会社 浅田逸次 長崎県士族

3 三井物産会社 田中幸次郎 東京府平民

4 三井物産会社 伊達忠七(2) 京都府平民

5 三井物産会社 益田英作 東京府平民

6 三井物産会社 水野貞次

7 起立工商会社 大塚琢三(造)(3) 長崎県平民

8 起立工商会社 真崎仁六 長崎県平民

9 起立工商会社 若井兼三郎 東京府平民

10 起立工商会社 村富広助 佐賀県平民

11 起立工商会社 松本範次郎 東京府平民

12 起立工商会社 林 忠正 石川県平民

13 起立工商会社 永田(岡)又吉 東京府平民

14 起立工商会社 渡辺省亭 東京府平民

15 香 蘭 社 深川栄左衛門 長崎県平民

16 香 蘭 社 渋谷治助 長崎県平民

17 香 蘭 社 山田忠澄 長崎県平民

!;~|菫~ ~割|~~窯~~~毫引~蕊篝~~－－－－－－~
21 銅器会社 加藤順吾(五） 石川県平民

22 銅器会社 前田 篭 石川県平民

23 1 京都府出品人総代 ｜ 高木斎造 ｜ 駁都府平民
24 1 宮川香山代理 ｜ 野畑徳次郎 ｜ 神奈川県平民､陶磁器
25 1 瓢池園代理 ｜ 守田禰信 ｜ 石川県士族陶磁器

::|~~蕊簔蕊1~蒋蕊~~蕊噸象真－－－－－
28 柿本彦左衛門 鹿児島県平民

29 箕田長次郎 東京府平民、陶磁器

30 石川啓絃 堺県士族

31 池田甚太郎 神奈川県平民

32 宮川幸吉 神奈川県平民

33 斎藤善兵衛 東京府平民

34 磯谷建吉 東京府平民

35 太田万吉 東京府平民、家具、陶磁器ほか

36 太田又三(二)郎 東京府平民

37 円中文助 石川県平民

38 篠田茂三郎 石川県平民

39 矢部卯三郎 石川県平民
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(出典）外務省記録『海外行免状表』第二巻、第三巻、各「仏国之部」明治十年、明治十一年

仏国博覧会事務局編『明治十一年仏蘭西巴里府万国大博覧会報告書』第二篇明治十二年

(註） （1） 三井物産会社からはこれら六名のほか三井養之助が渡仏している。養之助の場合、おそらく三

井独自の費用であったため、前掲報告書には記載されなかったものと考えられる。

このほか三井物産会社とは無関係と思われるが、前掲『海外行免状表』には「仏国博覧会出品」

として、平井勝次郎（京都府平民）と山島唯助（同上）の名がみられるが、これも完全な自費渡

航と思われる。また大沢謙三（愛知県士族）は「仏国博覧会へ出品」として海外行免状を受けた

が、その後渡仏を中止している。

（2） 伊達は帰国後「伊達忠七仏国支店勤務中博覧会及上里昂府其外伊太利英京竜動等巡廻商業見聞

帰国ノ上従事目的心得書」(M11.9)を三井物産会社へ提出している。 （大隈文書A3197)

（3） （ ）内は前掲『海外行免状表』による。

(第五表） 内務省博覧会予算案と博覧会経費比較

’
内務省予算案(1)
(M10.2決済）

～
~

~

膳誓簡|則難舗、
円銭 円銭 円銭
13,000.0033,760.00 6,545.00

4,417.6038,057.8055,239.10

10,000.00 -14,000.00

5,824.00 -8,297.00

円銭
5,280.00

48,630.816

％
80．7

88．0

66．6

59．9

％
19．4

145.1

C/A140.0

C/A142.5

％
15．6

127．8

D/A93.2

D/A85.4

’ 局員月給局員旅費(3)

接 待 費

馬 車 費

在国事務局費

在仏中諸雑費(4)

出品者旅費

出品補助諸費(5)

１

２

３

４

５

６

７

８

9,324.488

4,973.717

０

０

０

７

８

０

３

０

６

８

３

４

７

２

１

５

Ｌ

ａ

３

１

５

１０

０

０

０

０

０

０

０

９
◆
。
●

０

８

２

５

６

８

４

２

６

７

２

６

１
７
１
１

３

５

７

３

１

４

~
~
~
~

107.638,511.379 180.0 198.0

180.9

138.2

“'

６

６

●
■

６

５

１

１

１

１::::::::’
１

５

■
●

５

９

５

１

１

１

"~
｡

' “：128~91 』26~71 18~3| 33,24L601142,132801183,24L601180,1121$!計
~

(出典）仏国博覧会事務局『明治十一年仏蘭西巴里府万国大博覧会報告書』第二篇明治12年刊plO～13

「仏国博覧会経費之儀上申」明治10． 1（『公文録』閲2A-10-@2030) ヨリ作成

(註） （1） 「内務省予算案」は明治十年二月三日太政官にて決済されたもので、原史料では(A)を甲号、 (B)を

乙号としている。

（2） 「博覧会経費」は最終的にまとまった予算(M10.10)と決算(M12. 3)の数値。

（3） 「旅費」には東京からパリ、パリから東京への汽車費と汽船費が含まれる’』

（4） 「在仏中諸雑費」には在仏博覧会事務局費のほか看護人及掃除人費、需用費、諸傭費などを含む。

（5） 「出品補助諸費」には、出品物運送費のほか、会場装飾費、輸入税、保険料が含まれる。

(第六表） 明治初期日本参同主要万博比較

参同費用 ’開 催 地 ｜ 開催年 ｜
オーストリア・ウィーン 1873(明6）

アメリカ合衆国。 76(明9）

フ‘ﾗﾃﾙﾌ‘『 ’ '8(明11)フランス・パ

出品人|出品数|賞牌数

政府にて全）不詳 200,#出品

40人不詳 142

262 45,316点 242

200点

142

242

’
事務局
派出委員
人
23

32

12

円銭厘
573,124.778

293,276.065

180,112.989

（

(出典）仏国博覧会事務局『明治十一年仏蘭西巴里府万国大博覧会報告書附録第一』 （明12）

（註） 出品人は民間よりの出品人数を示す。
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の
実
に
約
二
倍
に
上
っ
た
。

渡
航
援
助
許
可
数
の
倍
増
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
予
算
上
の
措
置
に
も
変

更
を
も
た
ら
し
た
。

第
五
表
の
出
品
者
旅
費
に
よ
れ
ば
、
二
○
人
の
渡
航
援
助
を
予
定
し
て
い
た

内
務
省
案
で
は
出
品
者
旅
費
を
七
、
二
四
二
円
と
見
積
っ
て
お
り
、
三
十
人
の

渡
航
許
可
を
計
画
し
た
博
覧
会
経
費
予
算
及
び
結
果
的
に
三
九
人
の
旅
費
を
支

弁
し
た
決
算
額
は
そ
れ
ぞ
れ
二
、
二
三
○
円
八
○
銭
、
一
三
、
○
九
九
円
三
八

銭
三
厘
で
あ
っ
て
、
こ
の
金
額
高
は
内
務
省
案
の
そ
れ
ぞ
れ
約
一
・
五
五
倍
、

約
一
・
八
一
倍
と
な
り
、
渡
航
援
助
許
可
を
与
え
た
出
品
人
の
増
加
率
と
ほ
ぼ

等
し
い
伸
び
を
示
し
、
渡
航
援
助
が
渡
航
許
可
人
数
に
応
じ
て
円
滑
に
実
施
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
出
品
物
運
送
費
を
は
じ
め
、
万
博
会
場
装
飾
費
、
輸
入
税
、
保
険
料
等

か
ら
成
る
出
品
補
助
諸
費
を
見
て
み
る
と
、
総
重
量
五
○
○
ト
ン
を
見
積
っ
た

出
品
物
の
運
送
料
や
会
場
装
飾
費
等
の
内
務
省
予
算
は
四
三
、
六
二
五
円
、
こ

れ
に
対
し
総
重
量
を
八
○
○
ト
ン
余
と
し
た
博
覧
会
経
費
予
算
で
は
五
二
、
一

四
六
円
と
約
一
・
二
倍
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
決
算
で
は
六
○
、
二

九
三
円
二
○
銭
六
厘
と
約
一
・
四
倍
に
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
出
品
物
の

最
終
総
重
量
か
予
想
を
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
運
送
費
等
が
博
覧
会
経
費
予
算

を
上
回
っ
た
た
め
で
、
全
体
と
し
て
出
品
補
助
諸
費
に
対
し
て
も
出
品
者
旅
費

同
様
事
務
局
に
よ
り
円
滑
な
対
応
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
出
品
者
旅
費
や
出
品
補
助
諸
費
な
ど
出
品
関
係
費
へ
の
事
務
局

の
積
極
的
な
対
応
は
、
先
述
し
た
局
員
関
係
を
中
心
に
事
務
局
関
係
諸
費
が
抑

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
好
対
照
を
成
し
て
い
る
。

さ
ら
に
事
務
局
関
係
諸
費
中
に
あ
っ
て
も
、
博
覧
会
経
費
に
計
上
さ
れ
て
い

る
在
国
事
務
局
費
・
在
仏
中
諸
雑
費
三
五
、
七
八
三
円
七
○
銭
に
は
、
仏
国
大

統
領
の
「
日
本
帝
国
工
芸
歴
史
ノ
美
事
タ
ル
ヘ
キ
古
器
中
二
就
テ
若
干
名
品
ヲ

（

㈹

）

選
抜
排
列
セ
シ
メ
ラ
ル
ヘ
シ
」
と
の
要
請
に
応
じ
て
計
上
さ
れ
た
日
本
古
器
物

収
集
予
算
二
、
○
○
○
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
出
品

者
旅
費
、
出
品
補
助
諸
費
の
ほ
か
事
務
局
関
係
諸
費
を
も
含
め
て
、
出
品
関
係

費
に
多
大
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
博
覧
会
準
備
は
西
南
戦
争
と
い
う
困
難
な
社
会
背
景
の
も

と
に
種
々
の
変
更
を
来
さ
れ
、
博
覧
会
事
務
局
の
活
動
も
職
員
の
職
務
構
成
や

予
算
面
で
多
く
の
制
約
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
、
出
品
人
旅
費
を
は
じ
め

出
品
関
係
に
関
し
て
は
、
全
て
の
点
で
優
遇
措
置
が
貫
徹
さ
れ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
第
六
表
は
明
治
政
府
が
参
同
し
た
主
要
万
博
と
第
三
回
・
ハ
リ

万
博
と
を
比
較
し
た
結
果
だ
が
、
こ
れ
に
拠
っ
て
も
事
務
局
か
ら
の
派
出
委
員

数
、
参
同
費
用
に
対
し
て
、
出
品
人
、
賞
牌
数
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
こ
こ
に
万
博
に
対
し
て
よ
り
積
極
的
に
対
応
し
て
い
こ
う
と
す
る
出
品
者

側
の
姿
勢
と
、
万
博
参
同
を
日
本
の
政
策
の
一
部
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
政

府
の
指
向
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
か
っ
て
内
務
省
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
万
博
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
「
著
然
ト
シ
テ
澳
国
ノ
会
ヨ
リ
進
級
セ
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
営
一
一
美
誉
ヲ
海
外
二
馳
セ
国
光
ヲ
今
日
二
輝
揚
シ
現
場
二
実
益
ヲ
得

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
将
来
貿
易
輸
出
ノ
道
ヲ
開
通
シ
百
工
製
作
ノ
術
ヲ
振
興
ス
ル
実

（

虹

）

二
賀
ラ
レ
サ
ル
ノ
鴻
益
タ
リ
」
と
太
政
官
に
上
申
し
た
が
、
万
博
参
加
を
将
来

的
に
日
本
の
貿
易
政
策
の
な
か
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
指
向
は
、
第
一
章
で

触
れ
た
外
務
省
の
．
ハ
リ
万
博
参
同
構
想
の
な
か
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
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三
井
物
産
会
社
は
明
治
九
年
七
月
三
井
武
之
助
と
三
井
養
之
助
の
私
盟
会
社

と
し
て
三
井
組
よ
り
設
立
を
認
め
ら
れ
、
そ
の
経
営
は
井
上
馨
・
益
田
孝
・
三

野
村
利
左
衛
門
・
馬
越
恭
平
ら
の
設
立
し
た
先
収
会
社
か
ら
事
業
を
継
承
す
る

か
た
ち
で
開
始
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
一
○
年
西
南
戦
争
時
に
は
政
府
軍
の
兵

糧
方
を
勤
め
て
そ
の
土
台
を
固
め
た
。

西
南
戦
争
も
政
府
軍
が
漸
次
攻
勢
に
転
じ
つ
つ
あ
っ
た
明
治
十
年
四
月
六

日
、
三
井
物
産
会
社
は
開
設
さ
れ
て
間
も
な
い
仏
国
博
覧
会
事
務
局
よ
り
「
出

（

蝿

）

品
荷
物
運
輸
二
関
係
之
件
一
覧
表
為
心
得
三
葉
」
を
下
付
さ
れ
た
。
先
の
万
博

（

媚

）

へ
の
出
品
物
輸
送
業
務
は
起
立
工
商
会
社
が
担
当
し
た
の
に
対
し
、
こ
の
度
の

パ
リ
万
博
に
は
三
井
に
対
し
心
得
と
し
て
そ
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
博
覧
会
事
務
局
は
四
月
一
○
日
内
務
省
本
省
内
か
ら
上
野
公
園
内

（

“

）

に
設
置
さ
れ
、
「
事
務
心
得
候
官
員
」
を
以
っ
て
博
覧
会
準
備
が
進
め
ら
れ
た

が
、
内
政
多
難
の
折
そ
の
速
度
は
遅
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か

し
、
こ
の
度
の
。
ハ
リ
万
博
へ
の
参
加
が
従
来
の
参
加
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、

出
品
商
人
の
な
か
か
ら
現
実
に
万
博
へ
の
参
加
を
利
用
し
て
欧
州
へ
の
進
出
を

企
図
す
る
動
き
が
現
わ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
博
覧
会
事
務
局
当
事
者
の

な
か
に
こ
の
動
き
を
積
極
的
に
援
助
し
よ
う
と
す
る
者
が
そ
の
指
導
部
分
に
存

在
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
益
田
孝
を
中
心
と
し
た
三
井
物
産
会
社

の
パ
リ
支
店
開
設
企
画
と
、
こ
れ
と
深
く
関
わ
っ
た
松
方
正
義
、
前
田
正
名
の

存
在
が
そ
れ
で
あ
る
。

五
三
井
物
産
会
社
と
バ
リ
万
博

で
、
四
月
十
六
日
松
方
正
義
大
蔵
大
輔
は
京
都
出
張
中
の
大
久
保
内
務
卿
へ

一
通
の
書
翰
を
発
し
、
当
時
の
状
況
と
展
望
と
を
認
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
を
西
南
戦
争
な
ど
内
政
問
題
か
ら
中
止
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
現
わ
れ
て
い
る
が
、
人
心
の
政
府
か
ら
の
乖
離
と
今
後
の
同
企
画
に

対
す
る
懸
念
を
予
防
す
る
上
か
ら
も
そ
の
完
全
実
施
を
図
る
べ
き
だ
と
前
置
き

（

二

而

ハ

）

し
て
、
「
当
地
ヲ
い
て
小
生
其
論
主
張
罷
在
候
間
左
様
御
含
前
島
氏
江
之
御
返

（

モ

）

（

欠

字

）

答
可
然
可
被
下
候
、
仏
国
博
覧
会
も
追
々
切
迫
相
成
候
二
付
是
ハ
乍
恐
小
生
江

（

ナ

リ

ト

）

表
向
同
局
掛
な
り
と
御
申
付
置
被
下
候
様
奉
懇
願
候
、
此
節
前
田
正
名
罷
帰
り

（

ラ

レ

）

（

キ

）

色
々
責
附
ら
れ
中
々
込
入
申
候
、
併
誠
二
能
き
折
柄
帰
り
相
成
国
之
為
賀
シ
申

（

１

ｒ

シ

ー

プ

）

候
、
同
人
義
ハ
今
般
京
都
博
覧
会
審
査
官
と
し
て
出
張
候
事
ニ
相
成
自
然
先

生
江
罷
出
何
も
御
伺
申
上
筈
二
御
坐
候
、
当
地
ハ
来
ル
廿
日
方
出
立
之
筈
御
坐

（

ハ

）

候
、
前
田
見
込
は
大
隈
卿
能
々
間
取
相
成
居
申
候
二
付
同
人
ョ
リ
御
承
知
可
被

下
候
、
前
田
ハ
差
向
勧
農
局
七
十
円
御
用
掛
一
篇
二
仕
置
申
候
、
御
帰
り
之
上

（

ハ

）

（

ト

）

（

妬

）

は
奏
任
官
二
准
シ
タ
ル
月
給
二
御
召
仕
相
成
当
然
之
人
物
と
相
考
申
候
」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
史
料
か
ら
、
本
省
で
大
久
保
内
務
卿
代
理
を
勤
め
る
前
島
密

が
博
覧
会
に
消
極
的
な
態
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
内
外
に
対
す
る
国
家
的
威
信

に
か
け
て
も
両
博
覧
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
す
る
松
方
の
意
気
込
み
や
事
務
局

へ
の
就
任
希
望
に
も
現
わ
れ
て
い
る
が
、
仏
国
か
ら
帰
国
し
た
前
田
に
「
色
々

責
附
ら
れ
」
た
こ
と
が
よ
り
積
極
化
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
後
述
す
る
益

田
孝
の
願
書
に
も
あ
る
よ
う
に
、
前
田
が
も
た
ら
し
た
実
見
に
基
づ
く
万
博
準

備
情
報
が
、
こ
の
時
期
政
府
内
外
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

書
翰
中
に
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
後
前
田
は
京
都
に
お
い
て
大
久
保
内
務
卿

と
仏
国
博
覧
会
へ
の
日
本
の
対
応
に
つ
き
会
談
し
、
そ
の
結
果
を
四
月
二
一
日
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事
務
局
御
用
掛
に
就
任
し
た
松
方
に
報
じ
た
。
こ
の
内
容
の
詳
細
は
現
在
明
確

で
は
な
い
が
、
六
月
四
日
付
の
大
久
保
宛
松
方
書
翰
に
、
「
前
田
正
名
過
日
罷

帰
細
大
承
り
一
先
安
心
仕
申
候
、
小
生
も
仏
国
博
覧
会
御
用
掛
拝
命
仕
御
高
庇

（

航

）

（

ヲ

）

（

卜

）

（

キ

）

二
而
此
節
な
そ
渡
船
之
時
を
得
可
申
と
無
双
之
御
厚
配
ヲ
頂
き
奉
万
謝
候
、
折

（

モ

）

（

媚

）

角
右
事
務
も
無
油
断
注
意
罷
在
候
間
左
様
御
承
知
可
被
下
候
」
と
述
べ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
大
久
保
と
前
田
と
の
間
で
事
務
局
の
仏
国
派
遣
人
事
ほ
か
博
覧
会

へ
の
日
本
の
参
加
の
大
要
が
再
検
討
さ
れ
、
前
田
や
松
方
ら
の
指
向
す
る
方
向

で
ま
と
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
仏
国
よ
り
帰
国
し
た
前
田
を
中

心
に
松
方
、
大
久
保
の
三
者
が
事
務
局
運
営
の
中
枢
を
成
す
に
至
っ
た
よ
う

で
、
前
田
自
身
も
六
月
二
五
日
博
覧
会
事
務
局
事
務
官
に
任
命
さ
れ
た
。

さ
て
、
四
月
初
旬
博
覧
会
事
務
局
よ
り
出
品
物
輸
送
に
つ
い
て
情
報
を
得
た

三
井
物
産
会
社
で
は
、
益
田
孝
を
中
心
に
検
討
が
加
え
ら
れ
、
六
月
末
ま
で
に

日
本
の
対
外
貿
易
の
現
状
を
中
心
に
欧
州
支
店
設
立
の
重
要
性
を
絡
ま
せ
た
万

博
出
品
物
輸
送
担
当
願
い
を
ま
と
め
上
げ
た
。
こ
の
願
書
は
前
文
と
願
書
か
ら

成
る
長
文
史
料
で
あ
る
が
、
三
井
物
産
会
社
が
パ
リ
支
店
設
置
を
日
本
の
。
ハ
リ

万
博
参
加
の
中
に
位
置
付
け
て
い
く
指
向
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
の
で
次
に
引

用
し
た
い
。

（

鞭

）

（
前
文
）

富
國
ノ
術
一
ナ
ラ
ス
要
ス
ル
ニ
農
工
ヲ
振
作
シ
テ
物
産
ヲ
増
殖
シ
通
商
貿
易
ヲ

隆
盛
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
在
り
通
商
盛
ン
ナ
ラ
サ
レ
ハ
流
通
交
換
ノ
道
閉
塞
シ
テ
物

貨
一
方
二
凝
滞
シ
何
様
造
産
者
ヲ
皷
舞
ス
ル
モ
結
局
其
功
ヲ
奏
シ
難
シ
抑
我
國

幅
員
小
ナ
リ
ト
雛
ト
モ
寒
喧
度
二
適
シ
天
産
二
富
ミ
且
人
造
物
二
至
テ
モ
亦
他

二
卓
越
ス
ル
モ
ノ
無
シ
ト
セ
ス
加
之
維
新
以
來
上
ミ
政
府
ノ
誘
導
勧
奨
ア
リ
下

モ
有
志
ノ
奮
發
奥
起
ス
ル
ァ
リ
テ
百
般
ノ
形
状
復
夕
昔
日
ノ
観
ニ
ァ
ラ
サ
ル
ナ

リ
然
リ
而
シ
テ
那
ノ
貿
易
市
上
ヲ
顕
レ
ハ
年
一
年
ヨ
リ
衰
弊
ス
斯
ク
物
産
二
富

饒
ニ
シ
テ
海
外
卜
交
通
シ
却
テ
利
ヲ
彼
二
專
有
セ
ラ
レ
我
レ
ノ
疲
弊
二
瀕
ス
ル

ハ
抑
故
ア
リ
試
ミ
ニ
年
々
ノ
輸
出
入
表
ヲ
展
観
セ
ョ
我
國
物
産
騨
多
ナ
リ
ト
雛

ト
モ
中
二
就
テ
大
二
彼
レ
ノ
需
ム
ル
所
ノ
モ
ノ
タ
ル
ハ
霊
絲
茶
其
他
二
三
ノ
數

品
二
過
キ
ス
他
ハ
輸
出
ス
ル
モ
微
々
ダ
ル
小
數
ニ
シ
テ
數
種
ヲ
合
シ
テ
綾
一
二

部
分
ヲ
占
ム
ル
ノ
ミ
然
し
ト
モ
我
國
産
中
慧
絲
茶
數
品
ヲ
除
キ
餘
ハ
皆
ナ
彼
ノ

需
用
二
適
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
ノ
故
ナ
リ
ト
云
う
者
ア
ラ
ハ
甚
シ
キ
謬
見
卜
渭
フ
ヘ

シ
只
我
産
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ヲ
シ
テ
彼
レ
ニ
懲
想
傳
播
セ
シ
ム
ル
ノ
道
ナ
キ
ヵ
故

ナ
リ
又
世
間
往
々
經
濟
ヲ
論
ス
ル
モ
ノ
輸
出
入
ノ
不
權
衡
ヲ
歎
シ
羅
紗
ノ
輸
入

一
年
若
干
頗
ル
巨
額
ナ
リ
我
レ
綿
羊
ヲ
牧
シ
機
械
ヲ
造
り
之
レ
ヲ
製
シ
テ
輸
入

ヲ
減
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
何
某
ノ
輸
入
モ
亦
大
ナ
リ
我
之
ヲ
製
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス

ト
百
般
彼
レ
ノ
製
造
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ヲ
悉
ク
我
レ
ニ
取
り
而
テ
後
チ
始
メ
テ
貿

易
ノ
權
衡
平
均
ヲ
得
ン
ト
望
ム
モ
ノ
ァ
リ
是
亦
言
う
可
ク
シ
テ
行
う
可
カ
ラ
サ

ル
論
ナ
リ
各
國
各
長
ス
ル
所
ア
リ
土
地
異
ナ
レ
ハ
産
物
從
テ
異
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
得

ス
今
マ
速
二
彼
ノ
長
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ヲ
我
二
得
ン
ト
ス
ル
ニ
汲
々
タ
ル
ハ
労
多

ク
シ
テ
功
寡
ク
假
令
其
所
長
ヲ
得
ル
ァ
ル
モ
或
ハ
我
ノ
所
長
ハ
消
滅
シ
テ
ー
ノ

西
洋
出
店
ノ
如
キ
モ
ノ
ト
成
ル
ー
至
ラ
ン
嘗
テ
間
ク
澳
米
大
博
寶
會
ノ
節
我
國

出
品
ノ
産
物
中
彼
ノ
賞
賛
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
多
ク
ハ
我
ノ
固
有
物
ニ
シ
テ
少
シ

ク
彼
レ
ニ
模
倣
セ
シ
モ
ノ
ハ
敢
テ
賞
セ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
却
テ
厭
う
色
ア
リ
シ

ト
然
リ
ト
雛
ト
モ
我
レ
ノ
古
禮
二
安
着
シ
新
規
ノ
製
ヲ
起
ス
ヲ
以
テ
無
益
ナ
リ

ト
請
う
二
非
ス
彼
ノ
長
ハ
固
ヨ
リ
取
ル
ヘ
シ
彼
レ
ノ
鵠
モ
亦
學
フ
ヘ
シ
而
テ
我
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レ
ノ
長
ハ
盆
長
セ
シ
メ
之
レ
ヲ
彼
レ
ニ
需
用
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
當
今
ノ
急
務
ト

ス
且
シ
世
ノ
古
今
ト
洋
ノ
東
西
ト
ヲ
問
ハ
ス
人
情
風
俗
ノ
愛
移
二
從
上
物
二
流

行
萎
座
ア
ル
ハ
自
然
ノ
數
ニ
シ
テ
今
日
塵
タ
ル
ル
モ
ノ
明
日
興
ラ
サ
ル
無
シ
ト

調
ン
ャ
近
年
欧
米
各
國
大
二
尚
古
ノ
風
流
行
シ
テ
諸
器
物
ノ
如
キ
ハ
我
レ
ノ
所

謂
雅
致
風
韻
ア
ル
モ
ノ
ヲ
愛
翫
シ
陶
器
ノ
如
キ
モ
徒
ラ
ニ
華
美
ヲ
粉
飾
シ
若
ク

ハ
欧
風
二
模
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
好
マ
ス
純
乎
ダ
ル
日
本
風
ノ
高
尚
ナ
ル
ヲ
歎
フ
者

多
シ
ト
是
二
由
テ
之
レ
ヲ
観
レ
ハ
我
國
許
多
ノ
物
産
中
彼
ノ
嗜
好
二
適
ス
ル
モ

ノ
ァ
リ
テ
之
レ
ヲ
彼
レ
ニ
傳
播
セ
シ
メ
ハ
將
來
數
多
ノ
輸
出
ヲ
増
ス
コ
ト
ァ
ラ

ン
ロ
シ
テ
能
ク
之
レ
ヲ
爲
サ
ン
ト
欲
セ
ハ
彼
レ
ニ
駐
在
シ
テ
其
風
俗
嗜
好
二
通

曉
シ
費
消
ノ
景
況
ヲ
識
リ
彼
我
ノ
中
間
二
立
ツ
テ
周
旋
奔
走
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス

比
年
我
商
人
中
欧
米
二
航
シ
各
種
ノ
販
實
ヲ
試
ム
ル
者
有
リ
ト
雛
ト
モ
多
ク
ハ

普
通
ノ
輪
出
物
ヲ
廻
漕
シ
或
ハ
ー
ニ
ノ
翫
弄
物
ヲ
雷
實
ス
ル
ニ
過
キ
ス
貿
易
上

多
少
ノ
功
ハ
ァ
ル
ヘ
シ
ト
錐
ト
モ
夫
レ
ガ
爲
メ
ー
ノ
輪
出
物
ヲ
増
盆
ス
ル
ト
云

う
二
至
ル
可
カ
ラ
ス
彼
ノ
碧
眼
人
ノ
如
キ
ハ
比
隣
犬
牙
ノ
地
二
生
し
外
國
人
ト

マ

マ

接
ス
ル
ヲ
常
ト
シ
且
ッ
自
國
二
固
着
シ
テ
管
業
セ
ン
ョ
リ
ハ
寧
ロ
外
國
二
破
渉

ス
ル
方
活
計
二
易
キ
モ
ノ
ァ
ル
ヲ
以
テ
別
二
他
ノ
勧
誘
ヲ
待
タ
ス
少
シ
ク
目
的

マ

マ

ァ
ル
モ
ノ
ハ
萬
里
ノ
蒼
海
モ
遠
シ
ト
セ
ス
渡
航
シ
テ
利
ノ
有
ル
所
ヲ
穿
鑿
シ
本

國
卜
協
力
シ
テ
事
ヲ
謀
ル
臂
ヘ
ハ
我
横
濱
二
居
留
ス
ル
モ
ノ
專
ラ
都
鄙
ノ
風
俗

流
行
二
注
目
シ
織
物
類
ノ
如
キ
モ
我
レ
ノ
嗜
好
ヲ
察
シ
流
行
二
連
レ
テ
エ
夫
ヲ

爲
シ
時
□
□
ロ
ヘ
ス
輸
入
ス
ル
ヲ
以
テ
我
レ
ノ
彼
レ
ニ
需
ム
所
ノ
モ
ノ
ハ
知
ラ

ス
識
ラ
ス
日
々
二
増
進
ス
我
商
費
ハ
是
レ
ト
異
ナ
リ
只
自
國
二
安
居
シ
テ
彼
レ

ノ
需
メ
ヲ
待
テ
綾
二
物
品
ノ
媒
介
ヲ
爲
ス
ノ
ミ
是
し
我
政
府
ノ
特
二
観
農
観
商

ノ
ー
局
ヲ
設
ヶ
人
民
ヲ
誘
導
セ
ラ
ル
ル
所
以
ナ
リ
余
し
此
二
着
意
ス
ル
コ
ト
久

シ
然
し
ト
モ
未
夕
實
地
ノ
形
状
ヲ
詳
知
セ
ス
自
ラ
信
ス
ル
ノ
心
ヲ
亦
自
ラ
些
疑

ナ
キ
能
ハ
ス
以
テ
獣
々
經
過
セ
シ
ガ
適
前
田
正
名
氏
ナ
ル
者
久
シ
ク
佛
國
二
官

遊
シ
頃
日
歸
朝
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
就
テ
該
地
ノ
實
況
ヲ
訪
上
其
詳
悉
ヲ
聴
知
シ
テ

大
二
盆
ス
ル
所
ア
リ
且
同
氏
ノ
意
見
モ
余
力
前
二
陳
ル
所
ノ
モ
ノ
ト
同
轍
二
出

ル
ガ
如
シ
此
二
於
テ
余
レ
ノ
宿
志
一
己
ノ
臆
測
ニ
ァ
ラ
サ
ル
ヲ
覺
リ
自
信
ノ
心

愈
蜑
固
奮
テ
從
事
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
念
慮
抑
止
シ
難
シ
尤
是
等
ノ
事
ハ
勧
業
ノ

ー
部
分
ニ
シ
テ
我
力
今
日
ノ
商
賢
二
望
ム
可
カ
ラ
ス
況
ャ
當
初
ヨ
リ
利
ヲ
期
ス

ル
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ァ
ル
ニ
於
テ
ヲ
ャ
然
リ
ト
錐
ト
モ
現
今
我
國
商
業
一
般
ノ
景

況
ヲ
以
テ
考
フ
ル
｜
二
年
暹
緩
ス
レ
ハ
一
年
ノ
國
損
ア
リ
賞
二
焦
眉
ノ
急
務
ニ

シ
テ
一
日
モ
忽
ニ
ス
可
カ
ラ
ス
幸
上
來
ル
明
治
十
一
年
佛
國
巴
里
二
於
テ
大
博

費
會
ノ
學
ア
ル
ヲ
以
テ
其
期
二
先
チ
同
府
二
出
張
店
ヲ
設
立
シ
先
シ
差
向
キ
該

博
覺
會
へ
我
國
ヨ
リ
出
品
二
付
諸
般
ノ
事
務
ヲ
措
當
シ
傍
ラ
我
物
産
中
彼
レ
ノ

需
用
二
適
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
撰
ン
テ
販
實
ヲ
試
ミ
柊
會
ノ
後
チ
ハ
專
ラ
前
二
陳
ル

所
卜
又
前
田
氏
ノ
指
示
ス
ル
所
ト
ヲ
以
テ
眼
目
ト
シ
彼
ノ
人
情
風
俗
ヲ
注
覗
シ

マ

マ

旬
ク
モ
得
ル
所
ア
レ
ハ
剃
チ
内
地
二
報
通
シ
勉
テ
彼
ノ
嗜
好
二
投
シ
テ
我
物
品

ヲ
懲
想
シ
時
機
ヲ
察
シ
テ
輸
出
ヲ
謀
り
如
此
シ
テ
漸
次
英
米
諸
國
二
及
ボ
サ
ン

ト
然
リ
ト
難
ト
モ
此
學
ダ
ル
最
モ
重
大
ノ
事
業
ニ
シ
テ
相
應
ノ
資
本
ヲ
要
ス
ル

ハ
素
ヨ
リ
論
ナ
リ
經
験
中
少
ク
モ
五
年
間
ハ
年
々
幾
分
ノ
損
失
ヲ
豫
算
セ
サ
ル

可
カ
ラ
ス
如
何
ン
ト
ナ
レ
ハ
當
初
實
品
ノ
輸
出
ハ
試
胄
卜
寶
弘
メ
ト
ヲ
兼
ル
モ

マ

マ

ノ
ニ
シ
テ
只
管
彼
レ
ニ
傳
播
ス
ル
ヲ
專
一
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
時
機
二
依
リ
テ
ハ
原

債
ヨ
リ
モ
廉
二
胄
捌
キ
ヲ
爲
ス
コ
ト
モ
往
々
ア
ル
可
ク
又
遠
洋
萬
里
ヲ
航
ス
ル

ヲ
以
テ
穀
損
モ
少
シ
ト
ス
可
カ
ラ
ス
加
之
如
此
ノ
實
買
ヲ
爲
ス
ニ
當
テ
通
常
商

事
ノ
如
ク
利
子
ヲ
要
ス
ル
ノ
資
本
ヲ
以
テ
セ
ハ
其
損
失
一
層
ヲ
加
へ
假
令
本
肚
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ヨ
リ
内
地
商
寶
ノ
利
盆
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
償
ハ
ン
ト
ス
ル
モ
其
幾
部
分
ハ
償
上
得

ル
モ
全
數
ヲ
償
上
壼
シ
數
年
間
ヲ
維
持
シ
テ
奏
功
ヲ
途
ケ
ン
コ
ト
非
力
ノ
企
及

フ
所
ニ
ァ
ラ
ス
仰
願
ク
ハ
我
政
府
微
衷
ヲ
憐
察
ア
ッ
テ
相
當
之
保
護
ヲ
賜
フ
コ

ト
ァ
ラ
ハ
粉
骨
勵
精
久
二
耐
へ
誓
テ
目
的
ヲ
逹
セ
ン
ト
ス
庶
幾
ク
ハ
輸
出
ヲ
増

進
シ
物
産
ヲ
興
隆
シ
貿
易
市
場
ヲ
振
起
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ

右
ハ
卑
見
之
概
略
二
有
之
不
文
難
壼
意
候
得
共
御
表
御
洞
察
特
殊
ノ
御
論
議
ヲ

以
佛
國
巴
里
へ
開
店
ノ
御
允
許
ヲ
蒙
リ
相
當
之
御
保
護
被
成
下
置
度
菌
一
御
裁

可
ノ
上
ハ
前
文
略
陳
仕
候
通
り
差
向
明
年
大
博
覧
會
御
用
捨
任
之
儀
別
紙
之
通

り
事
務
局
へ
奉
願
候
心
算
二
御
座
候
間
御
裁
可
之
程
伏
而
奉
懇
願
候
以
上

明
治
十
年
六
月

三

井

物

産

會

肚

盆

田

孝

大

藏

卿

大

隈

重

信

殿

奉

願

候

耆

付

今
般
佛
國
巴
里
へ
支
店
設
立
之
儀
御
允
許
を
蒙
リ
候
二
付
而
ハ
開
店
之
期
節
ハ

遅
く
も
當
年
末
ニ
ハ
諸
般
整
備
可
仕
左
ス
レ
ハ
出
店
後
少
く
も
五
ヶ
月
之
時
間

ハ
經
過
仕
候
間
出
張
委
員
も
其
地
之
事
情
二
粗
馴
染
可
仕
就
而
ハ
明
年
同
府
大

博
覧
會
二
付
政
府
よ
り
之
御
出
品
送
致
を
始
メ
會
場
御
建
築
物
及
上
動
植
物
世

話
方
等
御
任
セ
相
成
無
御
差
支
部
分
ハ
總
テ
弊
祗
二
於
テ
御
引
受
仕
度
先
年
填

國
井
昨
年
米
國
博
覧
會
二
付
而
ハ
悉
皆
政
府
二
於
テ
御
取
扱
相
成
候
様
承
知
仕

候
得
共
今
般
開
店
之
上
ハ
可
成
丈
費
用
を
節
減
シ
周
旋
勉
勵
可
仕
然
ル
時
ハ
多

少
御
手
數
ヲ
相
省
キ
候
而
己
な
ら
す
御
入
費
も
幾
分
欺
可
被
減
且
該
地
之
御
取

極
上
政
府
之
御
禮
裁
も
相
立
可
申
と
奉
懸
察
候
將
又
内
地
出
品
人
之
儀
も
内
外

數
次
之
博
覧
會
二
而
梢
人
氣
も
向
ひ
居
可
申
候
得
共
蕾
冬
以
來
内
地
兎
角
不
穏

自
然
人
々
向
背
も
不
定
且
從
前
海
外
へ
物
品
を
輸
送
し
て
往
々
損
失
致
し
候
者

も
有
之
芳
先
前
ノ
如
く
進
み
兼
候
義
も
難
計
是
亦
前
件
御
裁
可
之
上
ハ
廣
く
新

聞
紙
を
以
て
報
告
シ
僅
々
數
千
圓
之
出
品
之
爲
メ
數
千
圓
を
贄
シ
遠
洋
を
航
し

て
自
ラ
派
出
ス
ル
等
之
煩
を
省
き
物
品
輸
送
方
よ
り
閉
場
後
實
捌
方
迄
悉
皆
弊

肚
二
而
取
扱
可
成
冗
費
ヲ
節
シ
又
其
品
柄
二
寄
り
而
者
物
品
原
債
之
何
部
分
欺

を
貸
與
へ
乍
不
及
勧
誘
可
仕
幸
上
本
年
内
國
勧
業
博
覧
會
二
付
諸
國
ヨ
リ
出
品

人
其
他
當
府
下
へ
参
集
之
節
協
心
熟
議
可
仕
候
間
該
博
覧
會
二
付
而
之
御
用
悉

皆
弊
店
へ
被
仰
付
被
下
度
奉
願
候
以
上

こ
の
願
書
は
、
七
月
四
日
朝
、
内
務
大
蔵
両
卿
宛
に
提
出
さ
れ
、
特
に
大
蔵

（

帽

）

省
で
は
直
ち
に
担
当
部
局
が
検
討
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
内
諾
を
得
て
同
二
七

日
三
井
物
産
会
社
は
、
「
仏
都
巴
里
斯
へ
支
店
設
立
二
付
明
年
同
府
大
博
覧
会

（

朔

）

へ
出
品
荷
物
取
扱
」
の
広
告
を
日
報
・
報
知
両
社
に
一
週
間
依
頼
す
る
こ
と
に

決
し
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
各
地
方
官
庁
で
行
わ
れ
て
い
た
出
品
願
受
付
け
が

（

帥

）

〆
切
ら
れ
た
翌
日
、
す
な
わ
ち
八
月
一
日
、
「
仏
国
大
博
覧
会
出
品
取
扱
其
他

御
用
担
当
之
儀
該
事
務
局
へ
相
願
置
候
処
願
之
趣
可
届
候
旨
」
の
通
知
が
博
覧

会
事
務
局
よ
り
伝
え
ら
れ
、
三
井
物
産
会
社
の
．
ハ
リ
万
博
出
品
荷
物
取
扱
は
正

式
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
後
に
残
っ
た
の
が
、
先
に
引
用
し
た
願
書
前
文
に
あ
る
パ
リ
出
店
に
伴
っ

て
三
井
物
産
会
社
が
政
府
に
期
待
し
た
「
相
当
之
保
護
」
の
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
の
政
府
か
ら
の
援
助
問
題
は
、
日
本
の
対
外
貿
易
政
策
を
論
ず
る
上
で
最
も
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（

斑

）

重
要
な
直
輸
出
問
題
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
か
ら
大
蔵
大
輔
と
し
て
松

方
正
義
が
益
田
と
交
渉
に
当
っ
た
が
、
八
月
二
三
日
、
「
仏
国
出
店
二
付
欧
州

為
換
其
外
御
用
之
儀
取
扱
方
願
出
置
居
候
処
願
出
之
趣
聞
置
候
取
扱
順
序
方
法

（

認

）

之
儀
取
調
之
上
追
而
可
相
達
」
旨
の
通
達
が
三
井
物
産
会
社
に
下
附
さ
れ
、
同

社
が
か
ね
て
願
い
出
し
て
い
た
「
欧
州
為
換
其
外
御
用
」
は
大
蔵
省
の
了
承
を

得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

大
蔵
省
に
了
承
さ
れ
た
「
欧
州
為
換
其
外
御
用
之
儀
取
扱
方
」
に
関
す
る
具

体
的
な
指
示
は
、
二
月
五
日
付
で
大
蔵
卿
大
隈
重
信
か
ら
三
井
物
産
会
社
に

与
え
ら
れ
た
。
明
治
政
府
が
目
標
と
し
た
正
貨
獲
得
と
直
輸
出
振
興
の
た
め
作

（

卵

）

製
さ
れ
た
十
四
ケ
条
か
ら
成
る
「
荷
為
替
貸
金
取
扱
方
命
令
書
」
が
そ
れ
で
あ

る
。
同
命
令
書
に
よ
れ
ば
荷
為
替
取
組
み
の
た
め
大
蔵
省
国
債
局
か
ら
三
井
物

産
会
社
へ
融
資
さ
れ
る
金
額
は
コ
ケ
年
三
十
万
円
迄
ハ
無
利
息
」
（
第
四
条
）

と
さ
れ
、
「
三
十
万
円
以
上
二
至
ル
ト
キ
ハ
ー
ヶ
年
百
円
二
付
五
円
ノ
利
息
ヲ

徴
収
」
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
三
井
は
、
三
井
自
身
が
「
其
人
物
品
柄

価
格
等
二
応
シ
許
否
ヲ
定
」
（
第
六
条
）
め
、
こ
う
し
て
選
ば
れ
た
荷
為
替
希

望
者
に
対
し
こ
の
政
府
融
資
金
を
以
っ
て
輸
出
品
担
保
で
貸
付
け
委
託
販
売
を

引
き
受
け
、
支
店
に
お
い
て
取
引
終
了
後
「
荷
為
替
貸
金
・
元
利
金
即
チ
荷
主

へ
貸
シ
タ
ル
元
利
金
ハ
物
品
売
捌
キ
ノ
地
二
於
テ
悉
ク
其
地
在
留
領
事
」
（
第

八
条
）
へ
外
貨
を
以
っ
て
納
付
し
、
「
本
邦
二
於
テ
我
通
貨
ヲ
以
テ
差
引
勘
定

ヲ
ナ
ス
モ
ノ
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
荷
為
替
貸
金
取
扱
方
命
令
書
」
を
受
け
て
三
井
物
産
会
社
が
作
製

（

別

）

し
た
「
・
ハ
リ
ー
支
店
設
置
二
付
荷
為
替
取
扱
順
序
概
略
書
」
の
第
七
条
に
、
「
此

御
用
相
勤
候
二
付
而
ハ
取
扱
候
金
高
千
分
ノ
五
ヲ
手
数
料
ト
シ
テ
幣
社
江
御
下

付
被
下
度
候
」
と
明
記
さ
れ
、
パ
リ
支
店
の
維
持
運
営
費
と
し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
に
、
大
蔵
省
と
三
井
物
産
会
社
が
一
体
と
な
っ
た
正
貨
獲
得
と
直
輸
出

振
興
へ
の
活
動
が
、
パ
リ
万
博
を
契
機
に
設
立
さ
れ
た
パ
リ
支
店
に
よ
っ
て
正

に
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
一
連
の
大
蔵
省
の
動
き
と
並
行
し
て
同
じ
く
正
貨
獲
得
と
直
輸
出
振

興
の
方
法
を
模
索
し
て
い
た
内
務
省
も
、
同
省
勧
農
局
長
を
も
兼
勤
し
て
い
た

（

弱

）

松
方
正
義
を
中
心
に
検
討
を
進
め
、
一
二
月
「
富
岡
製
糸
売
捌
命
令
状
」
を
松

方
勧
農
局
長
よ
り
三
井
物
産
会
社
へ
発
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
命
令
状
は
「
当
局
所
属
上
州
富
岡
製
糸
所
二
於
テ
製
造
ス
ル
製
糸
ノ
売

捌
方
ヲ
為
取
扱
候
二
付
命
令
」
さ
れ
た
も
の
で
、
二
ケ
条
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
命
令
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の
第
一
条
で
「
該
処
二
於
テ
製
造
ス
ル
製

糸
悉
皆
ヲ
其
社
仏
国
巴
里
支
店
二
於
テ
売
捌
ノ
取
扱
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
ニ
付
誠
実

二
之
ヲ
勤
ム
ヘ
シ
」
と
。
ハ
リ
支
店
に
対
し
て
官
営
富
岡
製
糸
所
製
品
の
独
占
販

売
を
許
し
た
上
、
第
九
条
で
「
現
品
売
捌
井
保
険
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
ニ
付
手
数
料

ト
シ
テ
仏
国
二
於
テ
売
捌
代
金
百
分
ノ
ー
本
邦
二
於
テ
諸
入
費
引
去
り
残
金
収

納
高
百
分
ノ
ー
ヲ
給
与
ス
ヘ
キ
事
、
但
売
捌
方
勉
励
ニ
因
り
純
益
金
元
価
十
分

ノ
ー
ヲ
超
ユ
ル
ト
キ
ハ
定
規
手
数
料
ノ
外
其
純
益
金
十
分
ノ
ー
ヲ
臨
時
手
当
ト

シ
テ
給
ス
ヘ
シ
」
と
し
て
、
先
の
大
蔵
省
に
よ
る
荷
為
替
貸
付
金
方
式
が
所
期

の
効
果
を
上
げ
な
い
場
合
に
も
バ
リ
支
店
の
維
持
運
営
に
支
障
を
来
た
さ
な
い

よ
う
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
。
尤
も
こ
の
命
令
書
は
、
益
田
が
希
望
し
た
よ
う

に
五
年
間
の
援
助
を
約
さ
ず
、
当
初
は
三
年
を
限
度
と
し
「
再
上
之
ヲ
命
ス
ル

コ
ト
ァ
ラ
ハ
其
節
更
二
命
令
ヲ
下
タ
ス
ヘ
シ
」
（
第
一
○
条
）
と
全
面
的
に
三
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井
の
要
求
を
飲
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
内
務
省
と
し
て
大
蔵
省
と

共
に
採
用
し
た
こ
の
パ
リ
支
店
出
店
方
式
の
可
否
が
ほ
ぼ
三
年
以
内
に
定
ま
る

と
分
析
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
パ
リ
万
博
を
契
機
と
し
て
展
開
さ
れ
た
三
井
物
産
の
支
店
設

置
は
、
「
相
当
之
保
護
」
と
し
て
海
外
荷
為
替
貸
金
取
扱
権
と
官
営
富
岡
製
糸

（

弱

）

所
製
品
の
独
占
輸
出
販
売
権
と
を
三
井
物
産
会
社
に
も
た
ら
し
た
。
前
者
は
明

治
一
三
年
横
浜
正
金
銀
行
の
開
設
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
が
、
。
ハ
リ
支
店
に
引

き
続
い
て
設
置
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
両
支
店
を
含
め
こ
の
間
の

取
組
高
実
績
は
実
に
総
額
八
三
八
、
八
八
五
円
に
達
し
、
こ
の
内
パ
リ
支
店
は

（

訂

）

生
糸
取
組
を
中
心
に
二
九
五
、
一
五
○
円
を
占
め
る
に
及
ん
だ
。

（

詔

）

さ
て
、
パ
リ
支
店
は
明
治
一
○
年
一
○
月
九
（
一
○
）
日
に
前
田
正
名
と
共
に

渡
仏
し
た
三
井
物
産
会
社
横
浜
支
店
支
配
人
坪
内
安
久
に
よ
っ
て
、
明
治
二

年
一
月
前
田
の
指
導
の
下
に
開
店
さ
れ
た
。
し
か
し
、
欧
州
の
地
で
社
名
さ
え

知
ら
れ
て
い
な
い
三
井
物
産
会
社
は
、
パ
リ
支
店
経
営
上
。
ハ
リ
万
博
を
宣
伝
の

好
機
と
し
て
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
博
覧
会
場
内
日
本
展

示
関
係
諸
施
設
内
に
お
い
て
際
立
っ
て
人
目
を
引
く
部
分
を
三
井
物
産
会
社
が

担
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
次
に
会
場
全
体
の
構
成
の
な
か
か
ら
三

井
物
産
の
宣
伝
効
果
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。

（
口
絵
１
）
は
パ
リ
万
博
会
場
を
烏
鰍
し
た
銅
版
画
で
あ
る
が
、
図
中
ほ
ぼ
中

央
を
流
れ
る
セ
ー
ヌ
川
の
北
側
（
画
面
右
側
）
が
ト
ロ
ヵ
デ
ロ
（
目
５
８
愚
ｇ
）

会
場
、
南
側
が
シ
ャ
ン
ド
マ
ル
ス
（
。
ｇ
ヨ
ロ
号
冒
閏
巴
会
場
で
あ
る
。

シ
ャ
ン
ド
マ
ル
ス
会
場
の
日
本
展
示
場
は
（
口
絵
１
）
の
中
央
、
北
か
ら
南

へ
走
る
美
術
館
の
巴
里
府
出
品
所
西
側
（
画
面
奥
）
に
位
潰
し
、
（
口
絵
２
）
か
ら

瀞

蕊識溌識識鐵蕊議驚識繊熱議嬢鐘撚識議溌蕊蕊鰯蕊蕊
（口絵1） バリ万博会場

出典：仏国博覧会事務局『明治十一年仏蘭西巴里府万国大博覧会報告書』

附録第一明十二
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(口絵2） バリ万博会場見取図
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学

五

シ

蕊
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木

図

，

尺

刻

年
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略

省

六

ヲ

誠

笠

■

謎

、

．》
》
畦
唾
》
銅
鉾
嘩
吋

Ｊ

ｒ

ａ

置

日

ハ

横

ノ

Ｊ

》
》
》
鼎
》
怪
認
》
叫
邦

溌
辮
Ｏ
国
郷
戸
右
幅
額
ｒ
枚

蕊
皿
仏
ま
瀬
左
上
扁
テ
ー

田
州
恥
王
到
雷
斗
鐸
函
梺
仙

唖
酵
岬
恥
咋
州
糾
州
帳
》
》

・

。

、

申

●

／

ｆ

０

、

繩

鰯

Ｊ

蕊

３

典

誼

蝉

酷

出

く

驚

篭

く

も
分
か
る
よ
う
に
「
伊
太
利
」
と
「
支
那
」
と
に
挾
ま
れ

た
門
口
十
五
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
一
三
二
メ
ー
ト
ル
、
総

面
積
一
、
九
八
九
平
方
メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
持
っ
て
い

（
弱
）
た
。
こ
の
シ
ャ
ン
ド
マ
ル
ス
会
場
の
各
国
展
示
場
の
特

色
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
そ
の
正
面
入
口
に
「
各
国
風

（

帥

）

ノ
門
戸
ヲ
建
テ
門
頭
二
亦
各
其
国
旗
ヲ
掲
」
げ
た
こ
と

で
、
各
展
示
場
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
趣
向
を
凝
し
た
建
築
物
と
な
っ
て
い
た
。
（
口

絵
３
）
が
日
本
出
品
の
国
風
門
で
あ
る
が
、
「
木
ハ
樺

ヲ
用
１
両
柱
ノ
高
サ
ー
丈
四
尺
幅
ハ
ニ
丈
二
尺
両
扉
ノ

高
サ
ハ
ー
丈
ニ
シ
テ
幅
ハ
六
尺
」
と
い
う
規
模
を
示
し

て
い
た
。
こ
の
門
は
出
品
分
類
「
第
六
大
区
第
六
十
六

小
区
」
に
三
井
物
産
会
社
か
ら
出
品
さ
れ
、
審
査
の
結

果
、
「
銀
牌
」
を
受
賞
し
て
お
り
、
出
品
物
に
は
総
て
仏

語
に
よ
り
出
品
資
料
名
、
出
品
者
名
な
ど
が
明
示
さ
れ

た
ほ
か
、
目
録
に
も
同
様
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

見
学
者
が
必
ず
仰
晒
し
た
で
あ
ろ
う
こ
の
門
の
宣
伝
効

果
は
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ト
ロ
ヵ
デ
ロ
会
場
は
（
口
絵
２
）
の
右
端
、
（
口
絵

４
）
で
は
正
面
の
ト
ロ
カ
デ
ロ
宮
内
に
日
本
展
示
場
は

設
け
ら
れ
た
。
そ
の
展
示
面
積
が
四
○
平
方
メ
ー
ト
ル

と
い
う
狭
硲
さ
か
ら
出
品
者
間
に
も
評
判
が
悪
く
、
展

示
場
は
仏
国
大
統
領
の
要
請
で
出
品
し
た
日
本
の
古
器
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物
を
中
心
に
展
示
が
な
さ
れ
、
三
井
物
産
会
社
の
展
示
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か

し
、
ト
ロ
カ
デ
ロ
宮
前
の
園
中
に
設
け
ら
れ
た
日
本
庭
園
内
に
三
井
物
産
か
ら

の
出
品
建
築
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
日
本
庭
園
は
（
口
絵
２
）
で
は
セ
ー
ヌ
川
を

渡
っ
て
す
ぐ
左
側
、
（
口
絵
４
）
で
は
中
央
噴
水
前
広
場
左
側
に
当
た
り
、
「
観

（

副

）

客
ノ
最
モ
多
く
来
往
経
過
ス
ル
所
ヲ
占
」
め
て
い
た
。
こ
の
庭
園
中
央
に
設
け

ら
れ
た
「
国
風
ノ
小
茶
室
」
（
口
絵
５
）
が
三
井
物
産
会
社
か
ら
の
出
品
建
築
で

国
風
門
同
様
「
第
六
大
区
第
六
十
六
小
区
」
で
銀
牌
を
獲
得
し
て
お
り
、
（
口

絵
５
）
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
国
旗
右
側
に
三
井
の
商
号
と
思
し
き
標
示
が
認

（

鑓

）

め
ら
れ
る
。
更
に
「
来
客
ア
レ
ハ
此
室
二
延
ヒ
テ
我
茶
菓
ヲ
供
」
し
た
茶
室
内

部
の
「
茶
室
装
置
」
（
口
絵
６
）
も
「
第
八
大
区
第
八
十
五
小
区
」
に
三
井
物
産

か
ら
の
出
品
物
と
し
て
銀
牌
に
賞
せ
ら
れ
る
な
ど
、
日
本
関
係
全
展
示
場
で
三

井
物
産
会
社
が
明
ら
か
に
自
社
の
宣
伝
効
果
を
上
げ
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
こ

Ｊ

ｂ

ｂ

繍
ﾛ叫牟

難

'

:::::踊戦亭:零::辮呂::二呂葬1E呂騨:日:日ｮ･可醗冒:露留::弾毎弾く癖了:呂騨騨祇::蒻甲鍵謹:弾盆騨錨諏R:上:識¥瀞群:::::;癖:5F蕊‘蕊:蕊上:::R:::;:卜:L:銭hE1#:2群::寺:f｣:1:2謎；

(口絵5） 日本庭園内茶室

出典: IllustraitedLondonNewsJun.8,1878

と
は
明
白
で
あ
る
。

ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
上
記
宣
伝
効
果
を
凹
的
と
し
た
出
品
物
の
ほ
か

貿
易
商
品
見
本
と
し
て
の
出
品
物
も
少
な
く
な
い
。
ち
な
み
に
日
本
の
出
品
し

(口絵6） 日本茶室内部

IllustraitedLondonNews Jun. 8, 1878
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た
小
区
は
全
九
○
小
区
中
五
九
小
区
に
及
ん
だ
か
、
三
井
物
産
か
ら
は
二
三
小

区
へ
の
出
品
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
出
品
点
数
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
な
か
で

も
第
四
大
区
「
織
物
衣
服
及
付
属
品
」
の
部
門
へ
は
六
小
区
に
わ
た
っ
て
出
品

し
て
い
る
。
こ
れ
に
続
い
て
第
三
大
区
「
家
具
及
上
附
属
品
」
、
第
五
大
区
「
採

拓
工
業
及
原
品
製
造
品
」
、
第
七
大
区
「
食
用
品
」
の
各
大
区
に
各
々
四
小
区
ず

（

“

）

っ
出
品
し
、
こ
の
点
か
ら
も
三
井
物
産
会
社
の
活
発
な
動
き
が
確
認
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
三
井
物
産
会
社
は
日
本
の
パ
リ
万
博
参
加
を
機
に
前
田
正

名
や
松
方
正
義
ら
直
輸
出
推
進
論
者
と
の
接
触
を
通
じ
て
パ
リ
へ
の
支
店
進
出

を
決
め
、
同
時
に
政
府
か
ら
荷
為
替
貸
金
取
扱
権
や
官
営
富
岡
製
糸
所
製
品
の

独
占
販
売
権
を
手
に
入
れ
所
期
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
万

博
参
加
を
現
実
の
貿
易
政
策
の
中
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
政
府
官
僚
と
三
井

物
産
の
連
携
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
三
同
パ
リ
万
国
博
覧
会
は
明
治
十
一
年
十
一
月
十
日
に
閉
会
し
た
が
、
こ

の
万
博
へ
の
出
品
者
総
数
は
五
三
、
六
三
五
人
、
見
学
者
総
数
も
延
べ
一
六
、

○
三
二
、
七
二
五
人
に
上
り
、
一
八
五
一
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
博
以
降
、
主
要
万

博
中
最
大
の
規
模
を
誇
っ
た
。

日
本
は
こ
の
・
ハ
リ
万
博
に
官
民
共
同
出
品
し
た
が
、
そ
の
制
度
上
の
諸
規
則

は
整
備
さ
れ
た
と
は
い
え
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
参
加
時
の
諸
規
則
が
基

礎
を
成
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
参
加
は
日
本
最
大
の
士
族

反
乱
と
な
っ
た
西
南
戦
争
を
は
じ
め
多
難
な
内
政
事
情
に
よ
っ
て
、
過
去
の
日

六

む

す

び

､

本
参
加
万
博
中
最
低
の
経
費
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
種
々
の
点
で
博
覧
会
準
備
な
ど
そ
の
運
営
に
変
更
を
強
い

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
出
品
関
係
に
つ
い
て
は
優
遇
的
措

置
が
貫
徹
さ
れ
、
民
間
か
ら
の
出
品
者
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
時
の
約
七

倍
二
六
二
人
に
も
達
し
、
出
品
数
も
四
五
、
三
一
六
点
に
上
っ
た
。
そ
こ
に
は

官
民
双
方
に
よ
る
パ
リ
万
博
参
加
へ
の
積
極
的
支
持
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら

な
か
っ
た
。

な
か
で
も
三
井
物
産
会
社
は
出
品
荷
物
の
輸
送
業
務
等
を
通
じ
て
パ
リ
万
博

に
深
く
関
与
し
、
こ
れ
を
契
機
に
・
ハ
リ
支
店
設
置
を
企
図
、
政
府
に
そ
の
援
助

を
期
待
し
た
。
こ
の
計
画
は
外
貨
獲
得
・
外
国
貿
易
振
興
を
課
題
と
し
て
い
た

明
治
政
府
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
こ
こ
に
荷
為
替
貸
付
金
制
度
に
よ
る
直
輸
出
制

度
か
曲
り
な
り
に
も
成
立
し
、
同
時
に
三
井
物
産
会
社
は
官
営
富
岡
製
糸
所
の

製
品
独
占
販
売
権
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
日
本
の
万
博
参
加
は
、
世
界

に
対
し
独
立
国
家
と
し
て
自
己
を
主
張
す
る
目
的
か
ら
一
歩
進
み
、
万
博
の
も

つ
一
級
品
の
見
本
市
と
し
て
の
側
面
が
よ
り
重
視
さ
れ
、
日
本
の
貿
易
振
興
政

策
の
な
か
に
現
実
的
な
問
題
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
外
形
的
に
は
設
立
し
た
直
輸
出
制
度
は
、
実
際
に
は
荷
為
替
貸
付

そ
れ
自
体
が
国
家
財
政
を
圧
迫
し
た
こ
と
か
ら
短
期
間
で
廃
止
さ
れ
、
商
権
回

復
運
動
は
外
国
為
替
決
済
銀
行
の
設
立
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
段
階
へ
と
進
む
こ

と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
過
渡
期
を
生
み
出
す
発
端
と
な
っ
た
日
本
の
パ
リ
万
博

参
加
の
意
義
は
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
パ
リ
万
博
参
加
や
三
井
物
産
パ
リ
支
店
の
設
立
に
み
ら
れ
る
松
方
正

義
ら
政
府
官
僚
と
三
井
物
産
会
社
益
田
孝
ら
の
関
係
は
、
い
わ
ゆ
る
政
商
形
成
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期
の
一
画
期
を
成
す
前
提
を
生
み
出
す
一
要
因
と
な
っ
た
が
、
万
博
参
加
に
よ

る
直
接
間
接
の
人
間
交
流
は
新
た
な
人
脈
形
成
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
点

に
特
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
一
例
を
上
げ
る
な
ら
、
パ
リ
万
博
に
事
務
取
扱

と
し
て
渡
仏
し
た
大
蔵
三
等
属
谷
謹
一
郎
は
、
万
博
開
会
後
松
方
副
総
裁
に
随

行
し
て
欧
州
各
地
を
巡
視
し
た
こ
と
か
ら
松
方
と
の
親
交
が
生
ま
れ
、
後
日
、

松
方
の
大
蔵
大
臣
時
に
は
秘
書
官
に
就
任
す
る
な
ど
終
生
松
方
の
下
に
活
躍
す

（

“

）

る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
万
博
参
加
に
伴
う
直
後
間
接
の
諸
影
響
に
関
し
て
、
今
後
に
残
さ

れ
て
い
る
課
題
は
少
な
く
な
い
。

〔

註

〕

（
１
）
中
村
尚
美
『
大
隈
財
政
の
研
窄
と
（
校
倉
書
房
昭
四
三
）
一
○
四
頁

（
２
）
万
博
に
つ
い
て
の
総
括
的
な
研
究
書
と
し
て
山
本
光
雄
『
日
本
博
覧
会
史
』
（
理

想
社
昭
四
五
）
。
吉
田
光
邦
『
改
訂
版
万
国
博
覧
会
］
（
日
本
放
送
出
版
協
会

昭

六

○

）

（
３
）
「
博
物
局
宛
田
辺
外
務
大
丞
公
信
」
明
九
・
五
・
二
六
（
外
務
省
外
交
史
料
館

蔵
外
務
省
記
録
『
仏
蘭
西
国
巴
里
開
設
万
国
博
覧
会
二
帝
国
政
府
参
同
一
件
』

〔
以
下
『
参
同
一
件
』
と
略
す
〕
叫
剖
へ
号
・
斗
、
、
《
－
？
勗
ｌ
甲
己

（
４
）
「
仏
国
共
和
政
府
大
統
領
之
布
告
」
明
九
・
四
・
四
（
在
仏
公
使
館
ヨ
リ
第
七

号
信
附
属
四
月
六
日
附
五
月
廿
三
日
到
）
（
同
右
）

（
５
）
前
掲
『
日
本
博
覧
会
史
』
二
三
三
頁
。
こ
の
使
節
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
黒
江

俊
子
「
徳
川
昭
武
の
渡
欧
と
仏
国
博
覧
会
出
品
の
意
義
」
（
『
法
政
史
学
』
十
五

昭

三

七

）

（
６
）
「
外
務
省
宛
博
物
局
回
答
」
明
九
・
五
・
二
五
（
前
掲
『
参
同
一
件
』
）

（
７
）
「
寺
島
外
務
卿
宛
仏
国
代
理
公
使
ド
サ
ン
カ
ン
タ
ン
書
翰
」
明
九
・
六
・
一
五

（

同

右

）

（
８
）
「
仏
国
巴
里
博
覧
会
へ
御
出
品
並
内
地
へ
御
布
告
相
成
度
儀
上
申
」
明
九
・
七
．

八
（
国
立
公
文
書
館
蔵
『
公
文
録
』
謡
圃
鈩
と
‐
⑨
弓
急
但
、
本
稿
は
マ
イ
ク

ロ

・

フ

ィ

ル

ム

を

使

用

）

（
９
）
「
仏
国
巴
里
府
博
覧
会
御
出
品
並
内
地
へ
御
布
告
等
之
儀
上
申
草
稿
」
明
九
・

七

・

七

（

前

掲

『

参

同

一

件

』

）

（
、
）
前
掲
『
公
文
録
』
謡
画
シ
ー
？
⑤
弓
急

（

、

）

同

右

（

理

）

同

右

（
週
）
前
掲
「
仏
国
巴
里
府
博
覧
会
へ
御
出
品
並
内
地
へ
御
布
告
等
之
儀
上
申
草
稿
」

（
魁
）
「
仏
国
代
理
公
使
宛
鮫
島
外
務
大
輔
書
翰
」
明
九
・
八
・
二
二
（
前
掲
『
参
同

一

件

』

）

（
巧
）
「
寺
島
外
務
卿
宛
在
日
本
国
仏
国
代
理
公
使
書
翰
」
明
九
・
九
・
三
○
（
前
掲

『

参

同

一

件

』

）

（
蝿
）
「
在
仏
公
使
館
報
告
」
公
信
第
一
九
号
（
前
掲
『
参
同
一
件
』
。
な
お
、
万
博

に
お
い
て
各
国
最
高
責
任
者
に
王
室
・
貴
族
よ
り
就
任
す
る
場
合
の
多
い
こ
と

に
つ
い
て
、
す
で
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
に
於
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
米
国
博
覧
会
正
副
総
裁
井
事
務
長
官
事
務
官
ヲ
設
ク
」
明
八
・
五
・
二
〔
『
太

政

類

典

』

第

二

編

第

百

七

十

四

巻

』

〕

）

（
Ⅳ
）
「
内
務
大
丞
宛
長
田
外
務
大
丞
廻
送
在
仏
公
使
館
報
告
」
回
送
明
九
・
二
・

廿

八

（

前

掲

『

参

同

一

件

』

）

（
鴫
）
勝
田
孫
弥
『
大
久
保
利
通
伝
』
下
巻
（
複
製
版
臨
川
書
店
昭
四
五
）
五
五

○

頁

（
四
）
「
在
仏
公
使
館
報
告
」
公
信
一
三
号
明
九
・
二
・
三
（
前
掲
『
参
同
一
件
』
）

（
鋤
）
「
中
野
臨
時
代
理
公
使
宛
寺
島
外
務
卿
指
令
」
明
一
○
・
一
・
八
（
前
掲
『
参
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（
理
）
仏
国
博
覧
会
事
務
局
編
『
明
治
十
一
年
仏
蘭
西
巴
里
府
万
国
大
博
覧
会
報
告

書
』
（
以
下
『
報
告
書
』
と
略
す
）
附
録
第
一
附
録
一
覧
諸
表
（
同
事
務
局

明

一

二

）

（
鱒
）
前
掲
「
米
国
博
覧
会
正
副
総
裁
井
事
務
長
官
事
務
官
ヲ
設
ク
」
付
録
「
太
政
官

宛
内
務
省
上
申
」
明
八
・
四
・
一
九

（
型
）
宮
内
省
臨
時
帝
室
編
修
局
編
『
明
治
天
皇
紀
』
第
四
巻
（
吉
川
弘
文
館
昭
四

五

）

一

九

頁

（
泌
）
「
寺
島
外
務
卿
宛
在
日
仏
国
代
理
公
使
耆
翰
」
明
一
○
・
三
・
五
（
前
掲
『
参

同

一

件

』

）

な
お
、
三
月
一
九
日
大
久
保
内
務
卿
代
理
と
し
て
前
島
少
輔
か
ら
寺
島
外
務
卿

へ
渡
さ
れ
た
博
覧
会
関
係
書
類
翻
訳
は
次
の
と
お
り
。

『

博

覧

会

規

則

』

『
法
蘭
西
農
家
会
社
長
広
告
巴
里
万
国
農
社
議
事
題
目
』

『
千
八
百
七
十
八
年
万
国
博
覧
会
回
文
写
』

『
仏
国
二
於
テ
千
八
百
七
十
八
年
展
覧
会
官
省
日
誌
ノ
規
則
』

ウ

ケ

ト

リ

『
千
八
百
七
十
八
年
巴
府
万
国
大
博
覧
会
出
品
ノ
輸
送
交
収
陳
列
及
ビ
送
戻
二

同

一

件

』

）

中
野
の
兼
務
は
前
田
事
務
官
着
仏
ま
で
継
続
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
中
野

は
前
田
着
仏
後
も
前
田
の
持
参
し
た
訓
令
と
寺
島
か
ら
の
訓
令
が
矛
盾
す
る
と

し
て
一
時
期
事
務
引
継
ぎ
を
拒
否
、
一
二
月
一
四
日
「
匁
後
ハ
事
務
心
得
ノ
積

り
」
と
申
ぺ
前
田
と
の
間
に
書
類
等
事
務
の
引
継
ぎ
が
完
了
し
た
。
（
「
在
仏

公
使
館
報
告
」
公
信
第
二
十
四
号
明
一
○
・
二
・
三
○
、
「
同
上
」
公
信

第
二
十
五
号
明
一
○
・
一
二
・
一
四
〔
前
掲
『
参
同
一
件
』
〕
）

（
虹
）
「
仏
国
博
覧
会
経
費
額
ノ
儀
伺
」
明
一
○
・
一
（
前
掲
『
公
文
録
』
翌
唖
シ
１
ｓ

Ｉ
畷
９
９
）

~

拘

ハ

ル

特

規

』

『
博
覧
会
事
務
総
裁
ヨ
リ
代
理
公
使
へ
出
セ
シ
書
翰
』

『

博

覧

会

場

区

画

色

分

ノ

報

告

』

（
妬
）
「
十
年
三
月
廿
日
二
我
外
務
卿
仏
国
代
理
公
使
卜
対
話
記
」
（
前
掲
『
参
同
一

件

』

）

な
お
、
こ
の
翌
日
に
手
渡
さ
れ
た
「
大
統
領
親
書
」
は
次
の
と
お
り
。

‐

●

Ｉ
●
口
●
Ｉ

（
欄
外
）
明
治
十
年
三
月
廿
一
日
公
使
出
省
ノ
節
持
参

写
仏
蘭
西
共
和
国
大
統
領

日
本
皇
帝
陛
下
一
一
啓
ス

善
良
英
名
ナ
ル
我
友
日
本
皇
帝
陛
下
我
仏
国
千
八
百
七
十
八
年
ヲ
以
テ
大
博
覧

会
ヲ
開
キ
普
ネ
ク
万
国
二
告
ゲ
テ
エ
芸
農
業
ノ
物
産
ヲ
此
会
二
輸
送
セ
ン
コ
ト

ヲ
懇
請
ス
ル
ハ
陛
下
ノ
知
ル
所
ナ
リ
貴
国
政
府
ハ
陛
下
ノ
保
護
二
頼
り
決
然
能

グ
泰
西
諸
国
卜
貿
易
和
親
ノ
交
際
ヲ
広
フ
シ
大
二
国
運
ヲ
盛
ニ
ス
ル
ノ
業
ヲ
起

セ
リ
ソ
ノ
必
ス
此
大
会
二
参
シ
貴
国
工
人
ノ
技
能
ヲ
眩
煙
シ
貴
国
製
品
ノ
声
価

ヲ
全
成
セ
ン
ト
欲
セ
ラ
ル
ベ
キ
ハ
我
確
信
ス
ル
所
ナ
リ
陛
下
既
二
闇
国
諸
県
二

令
ス
ル
ニ
各
地
ノ
方
物
ヲ
我
都
二
派
送
ス
ル
ノ
準
備
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
以
テ
セ
リ

然
し
ト
モ
我
謂
へ
ラ
ク
陛
下
此
二
止
ラ
ス
又
日
本
帝
国
工
芸
歴
史
ノ
美
事
タ
ル

ヘ
キ
古
器
中
二
就
テ
若
干
名
品
ヲ
選
抜
排
列
セ
シ
メ
ラ
ル
ベ
シ
卜
斯
ノ
如
キ
古

器
ノ
展
覧
会
ヲ
添
ヘ
テ
考
証
ノ
資
ト
ナ
サ
ハ
誠
二
能
ク
万
国
人
民
力
業
ヲ
好
ム

ノ
心
二
由
テ
翁
然
檗
至
シ
以
テ
溝
求
セ
ン
ト
ス
ル
所
ノ
事
項
ヲ
シ
テ
完
備
ナ
ラ

シ
ム
ル
ヲ
得
ベ
シ
愛
二
我
力
陛
下
ノ
威
徳
ヲ
轤
仰
ス
ル
コ
ト
厚
ク
聖
世
ノ
昌
栄

ヲ
希
望
ス
ル
コ
ト
切
ナ
ル
ノ
意
ヲ
表
シ
併
セ
テ
上
帝
ノ
陛
下
ヲ
愛
護
セ
ン
コ
ト

ヲ
維
祷
ル
謹
白
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（
”
）
同
右

（
羽
）
大
久
保
の
仏
国
博
覧
会
事
務
総
裁
就
任
は
明
治
一
○
年
八
月
二
○
日
、
以
後
暗

殺
さ
れ
た
明
治
二
年
四
月
一
四
日
ま
で
在
任
。
な
お
、
大
久
保
の
後
任
は
伊

藤
博
文
で
就
任
期
間
は
明
治
二
年
五
月
二
八
日
よ
り
閉
局
と
な
る
翌
二
一
年

三

月

三

一

日

ま

で

。

（
調
）
「
仏
国
博
覧
会
事
務
局
経
費
増
額
伺
」
明
一
○
・
一
○
・
二
○
（
前
掲
『
公
文

録

』

謡

函

醇

ｌ

Ｓ

ｌ

嘘

９

段

）

（
鋤
）
前
掲
『
報
告
圭
邑
第
二
篇
（
一
頁
）
に
は
事
務
官
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。
「
我
政
府
二
於
テ
本
会
参
同
ノ
議
決
セ
シ
ャ
事
務
総
裁
以
下
事
務

官
御
用
掛
等
拝
命
セ
シ
モ
ノ
惣
計
二
十
三
名
其
内
仏
国
二
派
出
セ
シ
者
十
二
名

在
国
ノ
者
七
名
仏
国
公
使
館
在
勤
ノ
者
四
名
ト
ス
」
。
こ
の
内
、
「
在
国
ノ
者
七

名

」

と

は

次

の

と

お

り

。

総

裁

大

久

保

利

通

（

の

ち

伊

藤

博

文

）

御

用

掛

河

瀬

秀

治

田

中

芳

男

山

高

信

離

事

務

官

杉

山

成

一

事

務

取

扱

柴

田

浩

西

山

信

義

以
上
七
名
の
ほ
と
ん
ど
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
関
係
者
で
占
め
ら
れ
て
い

た

。

千
八
百
七
十
七
年
一
月
十
日
記
巴
里

マ
レ
シ
ャ
ル
、
ド
、
マ
ク
マ
ホ
ン
、
シ
ュ
ッ
ク
、
ド
、
マ
ジ
ャ
ン
タ
手
記

外

務

卿

デ

カ

ー

ズ

手

記

（
鉦
）

へへへ

34 33 32
ｰｰｰ

兼
勤
者
の
職
務
状
況
を
掴
む
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
が
、
外
務
一
等
属

平
山
成
信
の
場
合
、
博
覧
会
事
務
局
か
ら
の
兼
勤
要
請
を
外
務
省
は
拒
否
し
続

け
、
最
終
的
に
了
承
し
た
際
に
も
「
当
省
中
仏
学
者
無
人
二
付
今
該
局
へ
出
勤

候
義
者
差
支
候
間
御
用
之
節
二
当
人
へ
出
勤
候
様
御
達
有
之
度
」
と
の
兼
勤
条

件
を
付
し
て
お
り
、
平
山
に
は
か
な
り
の
負
担
が
課
せ
ら
れ
た
。
（
「
前
島
密

宛
寺
島
外
務
卿
回
答
書
」
明
一
○
・
四
・
一
六
〔
前
掲
『
参
同
一
件
』
〕
）

ま
た
、
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
前
田
の
場
合
は
一
段
と
激
し
い
職
務
を
消
化
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
重
削
田
正
名
自
叙
伝
」
上
巻
（
『
社
会
及
国
家
』
二
五
、

昭
一
二
、
九
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
仏
国
よ
り
帰
国
し
た
正
名
の
大
忙
振
り
は
次

の
通
り
。

（

三

田

）

「
当
時
正
名
の
勉
強
は
非
常
な
る
も
の
に
し
て
、
朝
早
く
起
き
て
先
づ
育
種
場

の
仕
事
に
従
事
し
、
午
前
十
時
頃
よ
り
新
宿
御
苑
に
行
き
て
、
養
蚕
、
製
糸
、

（

勧

農

局

？

）

植
物
の
仕
事
に
手
入
れ
、
午
後
勿
々
内
務
省
の
勧
業
寮
に
出
勤
し
、
其
れ
よ
り

上
野
博
覧
会
事
務
所
に
行
き
、
夕
刻
よ
り
は
更
に
今
の
日
本
橋
三
越
角
に
あ
る

三
井
物
産
会
社
に
赴
き
、
其
の
博
覧
会
出
品
の
手
配
及
び
支
店
の
計
画
に
手
伝

ひ
、
其
の
側
ら
、
内
閣
員
の
先
輩
諸
氏
或
は
実
業
家
に
接
見
し
、
殆
ん
ど
日
夜

の
区
別
な
く
非
常
に
勉
強
せ
り
。
」

前
掲
『
報
告
聿
匡
第
二
篇
一
八
頁

同
右
一
○
’
一
三
頁

こ
の
点
に
つ
い
て
の
内
務
省
予
算
案
と
博
覧
会
経
費
の
予
算
・
決
算
と
の
異
状

な
落
差
は
、
事
務
担
当
部
局
は
各
省
か
ら
出
向
職
員
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
構

想
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
事
務
担
当
部
局
は
出
向
職
員
の
月
給
を
負
担
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
各
省
か
ら
の
兼
勤
職
員
で
構
成
す
れ
ば
月
給

は
本
務
の
置
か
れ
た
各
省
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
月
給
の
支
出
を
抑
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制
し
得
る
の
で
、
こ
の
点
が
配
慮
さ
れ
る
こ
と
で
異
状
な
差
が
生
じ
た
も
の
と

も

考

え

ら

れ

る

。

（
弱
）
経
費
節
減
は
様
々
な
面
で
実
施
さ
れ
、
仏
国
博
覧
会
事
務
局
が
編
纂
す
る
該
博

覧

会

報

告

も

そ

の

対

象

と

な

っ

た

。

乾
仏
博
第
九
百
三
十
五
号

仏
国
博
覧
会
二
関
ス
ル
報
告
書
編
輯
之
義
ニ
付
上
申

仏
国
博
覧
会
二
関
ス
ル
報
告
書
該
事
務
局
二
於
テ
叙
述
編
纂
方
法
之
義
考
量

致
候
処
先
年
填
国
博
覧
会
二
応
セ
ラ
レ
候
節
該
事
務
局
二
於
テ
報
告
書
編
述

ノ
順
序
ハ
凡
ソ
博
覧
会
場
へ
陳
列
相
成
候
万
邦
物
品
ノ
評
説
ハ
勿
論
寛
二
見

聞
録
ノ
如
キ
ー
渉
リ
其
国
勢
風
俗
政
治
ヨ
リ
シ
テ
百
般
ノ
部
門
ヲ
網
羅
シ
殆

ト
探
尽
亦
餘
穂
ナ
キ
ノ
目
的
ヲ
以
テ
取
調
候
義
卜
被
相
考
近
ク
米
国
博
覧
会

之
節
モ
其
轍
ヲ
逐
上
候
義
二
可
有
之
候
得
共
本
局
経
費
金
格
別
減
省
随
テ
事

務
官
モ
人
数
少
キ
ー
付
如
此
編
述
多
項
二
渉
リ
候
テ
ハ
却
テ
完
全
ヲ
得
サ
ル

ノ
掛
念
有
之
候
間
今
回
編
述
順
序
ハ
該
会
開
設
ノ
趣
意
ヲ
起
原
ト
シ
閉
会
二

至
ル
マ
テ
ノ
景
況
ヲ
綱
領
卜
為
シ
所
謂
首
尾
一
貫
敢
テ
他
岐
二
渉
ラ
ス
編
輯

列
叙
候
事
二
決
定
仕
リ
彼
ノ
見
聞
録
ノ
如
キ
ハ
報
告
不
致
見
込
二
付
予
メ
此

段
及
上
申
置
候
也

仏

国

博

覧

会

総

裁

明

治

一

○

年

九

月

一

四

日

内

務

卿

大

久

保

利

通

太
政
大
臣
三
条
実
美
殿

（

前

掲

『

公

文

録

』

翌

酌

シ

ー

旨

‐

僻

９

里

）

こ
の
上
申
書
通
り
報
告
は
編
輯
さ
れ
、
前
掲
『
報
告
奎
邑
と
し
て
上
梓
さ
れ

た
。

な
お
同
『
報
告
垂
こ
の
構
成
は
、
「
第
一
篇
博
覧
会
総
説
」
、
「
第
二
篇
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（
詔
）

（
釘
）

（
妬
）

（
妬
）

日
本
部
」
、
「
第
三
篇
外
国
部
」
、
及
び
附
録
と
し
て
「
第
一
博
覧
会
場
図

並
諸
一
覧
表
」
、
「
第
二
仏
蘭
西
農
商
務
省
職
制
一
班
費
用
決
算
表
附
」
、
「
明

治
十
一
年
仏
国
博
覧
会
出
品
目
録
」
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。

「
仏
国
博
覧
会
出
品
者
資
本
金
欠
乏
ノ
者
へ
貸
与
ニ
充
ル
金
額
下
附
伺
」
明
一

○
・
六
（
前
掲
『
公
文
録
』
謡
唖
シ
ー
ら
Ｉ
⑤
ｇ
ら
）

「
輸
送
ノ
物
品
無
税
通
関
井
諸
規
則
」
（
前
掲
『
太
政
類
典
』
第
二
編
第
百
三

十
七
巻
）

「
博
覧
会
事
務
局
米
国
博
覧
会
へ
出
品
ノ
概
則
等
ヲ
布
達
ス
」
明
七
・
一
二
・

一
五
（
前
掲
『
太
政
類
典
』
第
二
編
第
百
七
十
四
巻
）

前
掲
「
仏
国
博
覧
会
事
務
局
経
費
増
額
伺
」

「
仏
国
大
統
領
親
書
」
明
一
○
・
三
・
一
二
受
（
前
掲
『
参
同
一
件
』
）
、
全
文

は
註
（
記
）
参
照

「
米
国
博
覧
会
事
務
結
局
ヲ
上
稟
ス
」
明
一
○
・
八
・
一
七
（
前
掲
『
太
政
類

典
』
第
二
編
第
百
七
十
四
巻
）

三
井
物
産
会
社
『
十
年
日
誌
』
（
第
二
号
）
明
一
○
・
四
・
六
の
条
（
三
井
文
庫

蔵
）
三
井
文
庫
『
三
井
事
業
史
』
本
編
第
二
巻
（
三
井
文
庫
昭
五
五
）
二
八
七
頁

前
掲
「
十
年
三
月
廿
日
二
我
外
務
卿
仏
国
代
瑚
公
使
ト
対
話
記
」

「
大
久
保
利
通
宛
松
方
正
義
書
翰
」
明
一
○
・
四
・
十
六
（
立
教
大
学
日
本
史

研
究
会
編
『
大
久
保
利
通
関
係
文
圭
昼
五
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
四
六
、
二
七
三

頁
。
な
お
、
（
）
は
藤
村
通
監
修
『
松
方
正
義
関
係
文
書
』
第
一
巻
（
大
東
文

化
大
学
東
洋
研
究
所
昭
五
四
）
三
六
五
頁
に
拠
る
）

「
大
久
保
利
通
宛
松
方
正
義
書
翰
」
明
一
○
・
六
・
四
（
前
掲
『
大
久
保
利
通

関
係
文
聿
昌
二
七
五
’
二
七
六
頁
。
前
註
同
様
（
）
は
『
松
方
正
義
関
係
文

聿
昌
第
一
巻
三
七
○
頁
に
拠
る
）
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（
鞭
）
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（
別
）
「
パ
リ
ー
支
店
設
置
二
付
荷
為
替
取
扱
順
序
概
略
書
」
明
一
○
（
前
掲
『
大
隈

文

書

』

シ

ら

ｇ

）

全

文

は

以

下

の

通

り

。

弊
社
此
度
巴
里
江
支
社
設
立
仕
候
ニ
付
御
省
為
換
御
用
取
扱
奉
願
候
処
御

許
可
被
成
下
難
有
仕
合
奉
存
候
就
而
ハ
右
取
扱
順
序
概
略
左
二
陳
条
仕
候

（
団
）

四
の
画
１
画
）

「
パ
リ
ー
ヘ
支
店
設
置
二
関
ス
ル
願
書
」
大
隈
大
蔵
卿
宛
益
田
孝
願
書
明
一

○
・
六
（
早
稲
田
大
学
蔵
『
大
隈
文
聿
邑
シ
ら
＄
本
稿
は
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ

ル
ム
版
を
使
用
）

三
井
物
産
会
社
『
日
記
』
（
第
三
号
）
明
一
○
・
七
・
四
の
条
（
三
井
文
庫
蔵
）

同
右
明
一
○
・
七
・
二
七
の
条

前
掲
「
仏
国
巴
里
府
博
覧
会
出
品
概
則
」
第
一
条
に
は
「
出
品
ヲ
望
ム
者
ハ
本

貫
又
ハ
寄
留
地
方
庁
ノ
添
簡
ヲ
以
テ
来
ル
七
月
三
十
一
日
迄
二
略
目
録
職
業
族

籍
ヲ
明
記
シ
本
局
へ
申
出
ベ
シ
但
航
海
志
願
ノ
者
ハ
略
目
録
ヲ
以
テ
出
品
申

出
ノ
節
同
時
托
調
匿
二
出
願
ス
ベ
シ
」
と
申
請
〆
切
り
を
明
記
し
て
い
る
。

直
輸
出
問
題
に
関
し
て
は
、
海
野
福
寿
「
直
輸
出
論
．
直
輸
出
政
策
」
（
静
岡

大
学
法
経
短
期
大
学
部
『
法
経
論
集
』
一
七
、
昭
三
九
）
参
照

前
掲
『
日
記
一
（
第
三
号
）
明
一
○
・
八
・
二
三
の
条

『
荷
為
替
貸
金
取
扱
方
命
令
状
』
明
一
○
・
二
・
五
（
三
井
文
庫
蔵
替
蹄

第

一

条

都
而
諸
商
佑
欧
米
諸
州
江
輸
送
ノ
物
品
江
対
シ
荷
為
換
貸
金
ヲ
望
ミ
出
ル
モ
ノ

ア
ル
ト
キ
ハ
其
荷
物
ヲ
検
査
シ
売
レ
先
キ
或
ハ
注
文
約
条
等
ヲ
点
検
シ
其
相
当

卜
認
メ
シ
分
ハ
貸
与
ス
ヘ
シ

第

三

条

右
為
替
貸
金
返
金
モ
期
日
二
至
り
荷
主
或
ハ
其
代
理
ヨ
リ
返
金
ヲ
為
サ
、
ル
ト

キ
ハ
督
促
返
金
セ
シ
ム
ル
ハ
勿
論
ナ
レ
共
若
シ
事
実
不
得
止
ノ
事
故
ア
リ
テ
返

金
ナ
シ
得
サ
ル
ト
キ
ハ
改
テ
其
品
物
ヲ
抵
当
二
貸
金
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ
乍
併
其
品
物

彼
ノ
市
場
二
的
当
セ
ズ
大
二
損
失
ヲ
招
ク
ノ
隆
レ
ァ
ル
ト
キ
ハ
本
邦
江
通
知
シ

返
却
ナ
サ
シ
ム
ル
カ
又
は
相
当
ノ
間
金
ヲ
請
求
ス
ヘ
シ

第

二

条

荷
為
換
金
ヲ
貸
付
セ
シ
物
品
ハ
運
送
社
ノ
証
書
卜
海
上
受
合
証
言
ナ
ラ
ヒ
ニ
為

替
手
形
共
之
ヲ
受
取
仏
国
ハ
巴
里
当
社
支
社
江
英
国
ハ
竜
動
出
張
所
江
宛
郵
送

シ
手
形
日
限
二
至
り
右
証
書
引
換
二
貸
付
金
ヲ
返
金
セ
シ
ム
ヘ
シ

但
シ
米
国
其
外
当
社
支
店
出
張
ノ
設
ケ
無
キ
場
処
江
組
ム
荷
為
換
ハ
当
証

ノ
取
引
ヲ
ナ
ス
ヲ
ハ
ン
ク
」
へ
証
書
ヲ
送
致
シ
其
事
ヲ
管
理
セ
シ
ム

第

四

条

荷
為
替
金
ヲ
依
頼
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
其
取
組
ヲ
約
セ
シ
ト
キ
ハ
直
チ
ニ
其
事
由

ヲ
御
省
江
上
申
シ
荷
物
ヲ
収
手
シ
テ
其
金
員
ノ
御
下
付
ヲ
願
上
借
主
江
渡
ス
ヘ

シ
尤
右
ニ
対
ス
ル
手
形
ハ
弊
社
ヨ
リ
官
へ
差
出
シ
借
主
ヨ
リ
ノ
手
形
ハ
弊
社
江

取
り
置
ク
ヘ
シ

第

五

条

一
、
弊
社
ニ
テ
輸
送
ス
ル
物
品
荷
為
損
モ
都
而
前
条
二
準
瀝
シ
テ
取
扱
フ
ヘ
シ

第

六

条

一
、
各
国
公
使
館
留
学
生
費
金
其
他
一
切
官
庫
ヨ
リ
御
送
金
ハ
可
成
前
条
荷
為
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（
弱
）
こ
の
パ
リ
支
店
開
設
に
つ
い
て
益
田
孝
か
ら
三
井
組
大
元
方
へ
の
照
会
は
明
治

一
○
年
二
一
月
三
○
日
で
あ
る
（
三
井
文
庫
蔵
『
諸
約
証
書
控
大
元
方
』
聖

（
弱
）

函
噛
、
の
）

前
掲
『
三
井
事
業
史
』
二
九
一
頁

九
日
は
前
掲
『
日
記
』
（
第
三
号
）
明
一
○
・
一
○
・
八
の
条
欄
外
に
「
前
田
・

坪
内
九
日
午
後
三
時
横
浜
出
帆
セ
リ
」
に
拠
る
。
祖
田
修
『
前
田
正
名
』
（
吉

右
条
々
特
別
ノ
御
詮
儀
ヲ
以
弊
社
江
被
仰
付
被
下
候
ハ
、
難
有
奎

『
富
岡
製
糸
売
捌
命
令
状
』
明
一
○
・
二
一
（
三
井
文
庫
蔵
等

な
お
全
文
は
前
掲
『
三
井
事
業
中
全
二
八
八
’
二
八
九
頁
参
照
）

第

九

条

此
御
用
途
ハ
少
ク
モ
五
ヶ
年
間
ハ
弊
社
江
取
扱
被
仰
付
被
下
度
奉
願
候

右
条
々
特
別
ノ
御
詮
儀
ヲ
以
弊
社
江
被
仰
付
被
下
候
ハ
、
難
有
奉
存
候

『
富
岡
製
糸
売
捌
命
令
状
』
明
一
○
・
二
一
（
三
井
文
庫
蔵
言
師
恩
甲
員

右
御
用
二
付
而
ハ
時
々
御
下
金
ヲ
モ
可
奉
願
二
付
身
元
証
拠
金
ト
シ
テ
秩
録
公

債
十
五
万
円
上
納
致
置
可
申
候

第

七

条

此
御
用
相
勤
候
二
付
而
ハ
取
扱
候
金
高
千
分
ノ
五
ヲ
手
数
料
ト
シ
テ
弊
社
江
御

下
付
被
下
度
候

換
ヲ
以
テ
送
達
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論
ニ
ハ
候
へ
共
当
分
ハ
御
送
金
ノ
全
額
ヲ
充

実
ス
ヘ
キ
程
ノ
為
換
モ
之
レ
ア
ル
マ
シ
ク
故
二
其
余
レ
ル
モ
ノ
ハ
英
貨
卜

洋
銀
ト
ノ
相
場
ヲ
掛
酌
シ
時
機
二
応
シ
バ
ン
ク
為
換
手
形
ヲ
買
収
ス
ヘ
シ

而
シ
テ
此
手
形
ハ
国
債
御
局
江
上
納
シ
テ
其
御
局
ヨ
リ
竜
動
江
御
送
致
ヲ

願
フ
ヘ
シ

第
八
条

（
付
記
）

資
料
の
閲
覧
に
際
し
国
立
公
文
書
館
・
外
務
省
外
交
史
料
館
・
横
浜
開
港
資
料
館
・

三
井
文
庫
・
法
政
大
学
図
書
館
・
早
稲
田
大
学
図
耆
館
の
方
々
に
御
協
力
い
た
だ
き
、

末
尾
な
が
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

へ／へへ〆、ヘヘ

64 63 62 61 60 59
警警曹レゼし

川
弘
館
昭
四
八
六
四
頁
）
等
に
は
一
○
月
一
○
日
発
と
あ
る
。

前
掲
『
報
告
聿
邑
第
二
篇
二
一
頁

前
掲
『
報
告
聿
昌
第
一
篇
一
八
頁

前
掲
『
報
告
圭
邑
第
二
篇
二
二
頁

同

右

二

三

頁

仏
国
博
覧
会
事
務
局
『
明
治
十
一
年
仏
国
博
覧
会
出
品
目
録
』
明
一
二

本
稿
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
博
覧
会
期
間
中
の
事
務
局
員
の
活
動
の
う
ち
、
谷

誰
一
郎
に
関
し
て
は
拙
槁
「
谷
謹
一
郎
と
巴
里
万
国
博
覧
会
」
及
び
『
谷
謹
一

郎
巴
里
万
博
日
記
』
（
両
者
共
に
『
法
政
史
学
』
三
七
、
昭
六
○
）
を
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
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